




























介 護 予 防 教 室

研 修 日 テーマ 主催者 参加者

I 月 )F 日 吹上圏域地域ケア会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 ケアワーカ ー

)) 月 )F 日 鴻巣市 自立支援型地域ケア会議 鴻巣市役所 ケアワーカ ー

B 月 )S 日 「食べる」リハビリ～最期まで 口から食べることを 目指して～ 埼玉県理学療法士会北部ブロック行田エリア ケアワーカ ー

P 月 ) 日 ～地域 高齢者を対象として～タンパク質とフレイル予防 味の素aa 「食 と健康セミナー」 ケアワーカ ー

居 宅 介 護 支 援

研修 日 テーマ 主催者 参加者

S 月I 日 吹上圏域地域ケア会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 主任介護支援専門員

S 月 )J 日 鴻巣市ケアマネ連絡会 鴻巣市ケアマネ部会 主任介護支援専門員

D 月I 日 鴻巣市ケアマネ連絡会 法改正 について 鴻巣市ケアマネ部会 主任介護支援専門員

D 月 )P 日 吹上圏域地域ケア会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 主任介護支援専門員

n 月 )J 日 吹上圏域地域ケア会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 介護支援 専門員

n 月 )B 日 鴻巣市ケアマネ連絡会 ・,o i について 鴻巣市ケアマネ部会 主任介護支援専門員

L 月 )J 日 鴻巣市ケアマネ連絡会 ・虐待防止研修会 鴻巣市ケアマネ部会 介護支援 専門員

L 月 )L 日 吹上圏域地域 、ネットワーク会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 主任介護支援専門員

I 月L 日 鴻巣市ケアマネ連絡会・地域ケア推進会議後の意見交換会 鴻巣市ケアマネ部会 主任介護支援専門員

I 月 )F 日 吹上圏域 自立支援型地域ケア会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 介護支援 専門員

F 月B 日 令和n 年度介護支援 専門員レベルアップ研修 埼 玉県介護支援 専門員協会 介護支援 専門員

F 月F 日 吹上圏域地域ケア会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 主任介護支援専門員

F 月 )) 日 鴻巣市ケアマネ連絡会 ・感染予防対策研修会 鴻巣市ケアマネ部会 介護支援 専門員

)J 月F 日 鴻巣市ケアマネ連絡会 ・成年後見制度 について 鴻巣市ケアマネ部会 介護支援 専門員

)J 月B) 日 吹上圏域地域ケア会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 介護支援 専門員

)) 月L 日 主任介護支援 専門員実務研修 埼 玉県介護支援 専門員協会 介護支援 専門員

)) 月 )) 日 吹上圏域地域ケア会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 主任介護支援専門員

)) 月 )B 日 主任介護支援 専門員実務研修 埼 玉県介護支援 専門員協会 介護支援 専門員

)) 月 )P 日 鴻巣市ケアマネ連絡会 鴻巣市ケアマネ部会 介護支援 専門員

)) 月 ) I 日 主任介護支援 専門員実務研修 埼 玉県介護支援 専門員協会 介護支援 専門員

)) 月 )F 日 令和n 年度第D 回 自立支援型地域ケア会議 鴻巣市 介護支援 専門員

)) 月BF 日 埼玉県介護 専門員実務研修 埼 玉県介護支援 専門員協会 主任介護支援専門員

)B 月D 日 埼玉県介護 専門員実務研修 指導者研修 埼 玉県介護支援 専門員協会 主任介護支援専門員

)B 月 )) 日 鴻巣市ケアマネ連絡会 市役所 ・包括との連絡会 鴻巣市ケアマネ部会 主任介護支援専門員

)B 月 )P 日 認定調査研修 鴻巣市 介護支援 専門員

)B 月 )n 日 吹上圏域地域ケア会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 介護支援 専門員

)B 月BD 日 令和n 年度介護支援 専門員レベルアップ研修 埼 玉県介護支援 専門員協会 介護支援 専門員

)B 月Bn 日 鴻巣市介護保 険事業者連絡会 鴻巣市 主任介護支援専門員

) 月I 日 鴻巣市ケアマネ連絡会 ・ハラスメント対策研修会 鴻巣市ケアマネ部会 主任介護支援専門員

) 月BJ 日 吹上圏域地域ケア会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 介護支援 専門員

) 月BI 日 主任介護支援 専門員 レベルアップ研修 埼 玉県介護支援 専門員協会 主任介護支援専門員

B 月 )B 日 鴻巣市ケアマネ連絡会 鴻巣市ケアマネ部会 主任介護支援専門員

B 月 ) I 日 鴻巣市 自立支援型地域ケア会議研修会 鴻巣市 介護支援 専門員

B 月 )F 日 吹上圏域地域 、ネットワーク会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 介護支援 専門員

B 月BB 日 令和n 年度事業者連絡会 鴻巣市介護保険課 介護支援 専門員

P 月 )J 日 吹上圏域地域ケア会議 鴻巣地域包括支援センター吹上苑 介護支援 専門員

P 月 )) 日 鴻巣市ケアマネ連絡会 鴻巣市ケアマネ部会 介護支援 専門員

地 域 包 括 支 援 セ ンタ ー

研修 日 テーマ 主催者 参加者

S 月 )B 日 BJBS 年度 介護保 険制度 改正 解説セミナー 同人社 埼 玉営業所
主任介護支援専門員
看護師、社会福祉士

D 月 )n 日 共生社会に向けた地域づくリセミナー エーザイ株式会社 社会福祉 士

D 月 )L 日 ケアマネ研修会 精神科訪 間看護 について 鴻巣地域包括支援センターまむろ翔裕園 社会福祉 士

n 月Bn 日 高齢者虐待 防止研修 社会福祉法人えがりて
主任介護支援専門員
看護師、社会福祉士

L 月 ) 日 長寿社会 開発センター研 究セミナー 一般財団法人長寿社会開発センター
主任介護支援専門員
看護師、社会福祉士

· )B · 



地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

研 修 日 テーマ 主催者 参加者

L 月I 日 埼玉県キャラバン ・メイ ト養成研修 埼 玉県福祉部地域包括ケア課 看護師

L 月 )F 日 地域の権利擁護支援のあり方を考える研修会
特定非営利活動法人

看護師
地域共生政策 自治体連携機構

I 月B) 日 高齢者の消費被害防止フォーラム 埼 玉県民生活部消費生活課 社会福祉 士

F 月D 日 医療依存度 の高い在宅療養者 （児）支援者集会 埼 玉県鴻巣保健所 社会福祉 士

F 月F 日 埼玉県キャラバン ・メイ ト養成研修 埼 玉県福祉部地域包括ケア課 社会福祉 士

F 月 )J 日
埼玉県健康福祉セミナー 家族 の形を考える

埼 玉県保健 医療部保健 医療政策課 社会福祉 士
～地域 に浸み 出る家族の未来～

)J 月B 日 夏苅郁子精神科医の後援会
こうの会

社会福祉 士
鴻巣市心の健康をまもる家族 の会

)J 月 )D 日 地域ケア会議研修会 鴻巣市健康福祉部介護保 険課
主任介護支援専門員
看護師、社会福祉士

)J 月 ) I 日 ケアマネ研修会 おひとりさまの老い支度 鴻巣地域包括支援センター川里苑 看護師、社会福祉士

)J 月BL 日 障がいのある方のための福祉用具の有効活用%! N 配信 埼 玉県総合リハビリテーションセンター 社会福祉 士

)) 月 )D 日 Yn 年度 鴻巣市地域包括セミナー 鴻巣市
主任介護支援専門員
社会福祉 士

)) 月BJ 日 Yn 年度 鴻巣保健所管内在宅 医療研修会 埼 玉県鴻巣保健所 看護師

)) 月BD 日 地域包括支援センター 相談支援事業所合同情報交換会 鴻巣・北本地域障がい者基幹相談支援センター
主任介護支援専門員
看護師、社会福祉士

)) 月Bn 日 自立支援型地域ケア会議コーディネーター向け研修 埼 玉県福祉部地域包括ケア課 看護師、社会福祉士

)) 月BI 日 医療依存度 の高い在宅療養者 （児）支援者研修会 埼 玉県鴻巣保健所 看護師

)) 月BF 日 埼玉県の難病 医療提供体制
埼 玉県難病 医療連絡協議会 社会福祉 士

～難病診療連携拠 点病院の取り組み～

)B 月P 日 Yn 年度 埼 玉県認定調査員現任研修 （中級コース）
埼 玉県福祉部地域包括ケア課 社会福祉 士%! N 配信

)B 月 )) 日 Yn 年度 ハローケアマネ相談窓 口 埼 玉県福祉部高齢者福祉課 社会福祉 士

)B 月 )B 日 大人の発達障害セミナー 鴻巣市健康づくり課
主任介護支援専門員
看護 師

)B 月 )L 日 地域ケア会議実践研修
埼 玉県 看護師

ケアマネージャー向け 自立支援研修会

)B 月BI 日
高次脳機能障害者の暮らしを支えるために 家族支援編

埼 玉県総合リハビリテーションセンター 社会福祉 士%! N 配信

) 月F 日 在宅医療の現場での多職種連携の必要性についての研修 北足立郡市医師会 在宅医療連携センター 看護師

) 月 )J 日 消費被 害防止研修 （地域見守り担 当者講座） 埼 玉県埼 玉消費被 害者をなくす会
主任介護支援専門員
看護 師

) 月 )D 日 鴻巣市在宅 医療 ・介護連携推進事業 多職種研修 鴻巣市鴻巣地区在宅 医療連携センター
主任介護支援専門員
看護師、社会福祉士

) 月 )n 日 ケアラー支援 関係機 関向け研修 （基礎研修） 埼 玉県 看護師、社会福祉士

B 月P 日 Yn 年度 鴻巣市生活支援体制整備事業 「合 同研修会」 鴻巣市社会福祉協議会 主任介護支援専門員

B 月S 日 Yn 年度 鴻巣市権利擁護人事育成事業
鴻巣市社会福祉協議会 看護師、社会福祉士

「市民後見人養成講座フォローアップ研修 」

B 月n 日 アルツハイマー病新薬 「レカネバブ」と「ドナネバブ」について
埼 玉県総合リハビリテーションセンター 主任介護支援専門員%! N 配信

B 月L 日
Yn 年度 業務継続計画 4Noµ8 策定後の研修及び訓 厚生労働省 Noµ 策定後の研修及び

主任介護支援専門員
練に関するセミナー%! N 配信 訓練 に関するセミナー事務 局

B 月L 日 認知症予防研修 聞こえと認知症 について 鴻巣市健康福祉部介護保 険課 看護師、社会福祉士

B 月 )B 日 高齢者運転免許 自主返納サポートセミナー%! N 配信 県民生活部防犯 ・交通安全課 看護師

B 月BI 日 緩和ケアのカ 北足立郡市医師会 看護師

P 月 )F 日 ケアマネ研修会 高齢者 の消費者被 害について 鴻巣地域包括支援センターこうのとり 看護師
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F< 会議
1) 栄 養 会 議

… ：開艦 日

S 月 )J 日 1 
1. 硬 い食材 について

B< とろみについて

n 月 )B 日
，1. 衛 生的な手洗いについて

I 月B) 日
· B< 栄養課 関連パンフレットの配布

てヽ

)J 月9 日 I . ) ペースト食の試食

B< 年末年始の食止 めについて

2) 特 養 リ ー ダ ー 会 議

l:~~~ 日 Ii- お正月料理 に′［ 三て

B< 食事の代替としての栄養補助食 品について

B 月 )B 日 1 
1. 見劣りせずに必要栄養 量を満たす節約方法

B< 食事についての意見交換 （検食簿・ユニットから）

各部署の感想から課題を見つけ、
できた。 嘩下〗周整食を試 食しても らい、感想を聞
いて、ペースト食や 、やわらか食を作る際の参考と
した。

要約

開催 日 報告 ・検討事項

S 月)) 日，I 月I 日，)B 月 )B 日
1. ユニットからの報告 B< 検討議題 P< 各部署からの連絡

S< その他

各ユニットから入居者や運営状況について報告し、多職種で情報共有を行った。ユニットを超えての食事や入浴介
要約 助 の協力体制についてや 日常業務の改恙に向けて、業務 内容や勤務体制 について話し合い、検討することができ

た。

3) ユ ニ ッ ト型 特 養 リ ー ダ ー 会 議

開催 日

D 月F 日，L 月)) 日，F 月 )B 日，)) 月 )S 日，) 月F 日，P 月 )P 日

要約
ユニットの現状報告を行 い、

てヽ多職種で再確認 し、

1. ユニットからの報告 B< 検討議題 P< 各部署からの連絡

4 その他．

居室面会再開に向けた環境整備の確認 の他 、感染症対策や 口腔

4) シ ョ ー トス テ イ 業 務 会 議

開催 日 報告 ・検討事項 開催 日 報告 ・検討事項

S 月 )P 日 1. 業務 について （介護報酬の改定について等） B 月 )) 日 1. 業務 について （新型コロナ感染症対策について等）

D 月BS 日 1. 業務 について （送迎時の対応 について等） P 月L 日 1. 業務 について （来年度の業務分担 について等）

n 月 )) 日 1. 業務 について（食 中毒、手洗いについて等）
共通議題

・ケアカンファレンス • 各部署からの連絡

L 月n 日 1. 業務 について （利用者の体調 管理 について等） ・生産性向上委員会の報告 ・各委員会からの報告

I 月 )) 日 1. 業務 について （利用者 に荷物管理 について等）

9 月 )B 日 ) 業 務 について （事故報告 について等） 日々の利用者 のケアにつし 報を

)J 月 )) 日 ) 業 務 について（接遇 について等） 要約
共有することができた。業務 については事前 にア
ンケートを実施 し、職員 間で課題解決 に向けて話

)) 月 )B 日 1. 業務 について （感染症予防について等） し合うことが

)B 月I 日 1. 業務 について （入浴介助 について等）

1. 服薬 について

F 月BD 日 1 
B< 感染症について

P< アンケートより

S< その他

看護職 員が講帥^となり、服薬マニュアル に沿って、
正しい服薬方法を確認。実践形式でガウンの着脱

要約 1 方法を学んだ。事前アンケートで 、業務 に関する
それらに対して介護 主任リーダーが

6) 看 護 課 業 務 会 議

開催 日 報告 ・ 開催 日 報告 ・

S 月) I 日 1. 利用者 の状況報告 、 行事 )J 月BF 日
1. 利用者の状況報告 、

B< その他 （新型コロナ感染時の対応 ・ B< その他 （インフル・コロナワクチンfit] 時接種に1 有j けて）

D 月BJ 日 1 1. 利用者 の状況報告、 行事 )) 月BD 日
1. 利用者の状況報告、 行事

B< その他 B< その他 4Df 活動取り組 み）

n 月 )P 日 1 1. 利用者 の状況報告、 行事 )B 月BL 日
1. 利用者の状況報告、 行事

B< その他 （新型コロナウィルスが5 類になってからの対応） B< その他

L 月 )n 日 1. 利用者 の状況報告 、 行事 ) 月BJ 日
1. 利用者の状況報告 、 行事

I B< その他 （さくら橋でのコロナ対応の反省 点等） B< その他 4Df 活動として薬品庫の片づけ）

I 月P) 日 1 1. 利用者 の状況報告 、 行事 B 月Bn 日
1. 施設長 ・副施設長と看護職員の話し合 い

B< その他 （口腔衛 生管理強化 について） B< 利用者の状況報告 、 行事

F 月PJ 日 1 1. 利用者 の状況報告、 行事 P 月 )D 日
1. 利用者 の状況報告、 行事

B< その他 （看取りについて） B< その他 （家族 に渡すパンフレットの見直し）
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・款型コロナウイルスのD 類移行後も、施設での蔓延 防止のため、感染対策はD 類以前と同様 の方法で実施 した。

・介護福祉施設での看取りの時期 の点滴の在 り方 について、施設長 ・副施設長を交えて話 し合 い、今後の方針を

要約
・看護師間の看取りの時期の看護方針を統 一するために、家族 に提供する看取り看護パンフレットの再作成 に取

り組んだ。

· Df 活動をきっかけに、

7) 栄 養 課 業 務 会 議

二 ｆ 菖 :( 告 ・

) D 月 )L 日 I . 
B< 塩分制限について

1. ルミテスターについて
6 月BJ 日 1 

B< 朝食パン食について

7 月 ) I 日 1 
1. まな板 の作業別仕分け

B< 自然災害発生時における業務継続計画

開催 日 報告 ・

) 月BL 日 1 
) 浬予菜や果物を殺菌する適正な塩素濃度

2, 塩分制限、生野菜禁の再確認

B 月BJ 日 1 
H 見劣りせず に必要栄養量を満たす節約方法

2, 食器 消毒保 管庫の使い方注意点

3 月 )B 日 1 
H 各業務の仕事の流れを確認

2, デイサービス予備 について

I 月BI 日

F 月 )n 日

共通議題 I 引書の読み合わせ

・ATP ・AMP ふき取り検査の実施と衛生状況の報告

・毎月の予定献立の配布

)J 月BP 日
'2. 温冷配膳 のスイッチについて

11 月B) 日 1 
1. 辛H 館 の配膳方法

B< 朝食パン食を始めてみて 要約

)B 月BP 日 Ii. スベラカーゼミート、やわらかしっとり試食の結果 II I きるように読み合わせを行うことで、栄養管理 日

B< 仕事効率化の共有

8) デ イ サ ー ビ ス 業 務 会 議

~ ~ ~ 1~ ロ 染者数と経過） I ) ~ E~ E 日 1,,: 絡:::~:~i:~:;i::~ 奪 = ~) 変

) 月BP 日 1 
1. 連絡事項 （事業計画、感染症予防、おしばりの廃上等）

B< 研修報告 （職場におけるコミュニケーションの改善）

B 月BJ 日 1 
1. 連絡事項 （クラブ評価 ・

応 、ユマニチュードの再確認等）

3 月BJ 日 1 
1. 連絡事項 （送迎、人事、送迎車の不調 、次年度

のボランティア受け入れについて等）

共通議題 I • 生産性向 卜委員会よリ ・ケアカンファレンス

• 前月カンファの経過報告 ・看護師からの連絡事項

D 月 )n 日 1 
1. 連絡事項 （職員の役割分担、デイの見学について）

B< その他 （送迎 について、議題募集 について等）

6 月BJ 日 1 
1. 業務 について （レクの内容決定、記録について等）

B< 連絡事項 （前月の実績、節電、送迎時の注意事項）

7 月 ) I 日 1 
1. 業務 について （記録 について）

B< 連絡事項 （震災時の営業・連絡方法について等）

I 月 )D 日 1 
1. 連絡事項 （勤務変更時の注意事項、9 月からの

業務分担 ・職員配置 について等）

9 月 )F 日
，1. 連絡事項 （業務の進 め方 、クロージング時間の

記録 の簡略化 について等）

)J 月 )L 日 1 
1. 連絡事項 （入浴 の声掛け 、感染症、

空き時間の活用 について等）

要約

・職員全体で業務の効率化・改善について話し合った。

• 利用者の増加に伴い送迎での注意点を再確認した。

• 利用者 と関わる際のユマニチュードを再確認し、

ケアにつなげられるようロールプレイを行った。

9) デ イ サ ー ビ ス 介 護 助 手 業 務 会 議

開催 日 丁 報告 ・ 開催 日

その都度話 し合ったため、開催なし

報告 ・

10) あ か ね 雲 業 務 会 議

開催 日 1 報告 ・

1. テ レビの位 置 について

S 月BL 日 1 
BE) 亡しい 日の太鼓の会 について

P< 発熱者の対応 について

S< 学習会 「感染症」

1. 太鼓の会の実施時間について

n 月BF 日 1 
B< 昼食を早く食べてしまう禾IJ 用者への対応について

P<Noµ について

S< 学習会

開催 日 1 報告 ・

1. 介助 の優先！順位 について

)B 月BI 日 1 
B< 記録 について

P< 内服薬の確認 について

S< 生産性 向上の取り組 みについて

1. 辛斤規ご利用者 について

B 月BS 日 1 
B< 午前 中の活動について

P< 入浴 時の着替えについて

S< 学習会 「腰痛予防 ・ロ腔ケア」
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1. 個人情報の取り扱 いについて

8 月28 日 1 
B< 利用者との会議 の内容 について

P< 利用者対応 の役害1: について

S< 学習会 「高齢者虐待 防止 について」

1:1 亡しい時の利用者 対応 について

10 月28 日 12. 排泄 • 水分摂取チェックの記入方法 について

P< 学習会 「感染症 ・看取り介護 ・身体拘束」

11) あかね雲運営推進会議
彙 I~ 口

開佳 日

要約

・毎回課題を話 し合い、情報を共有することで、利

要約
・活動報告に対して、各委員から多くの意見や要望をいただいた。

12) 介 護 予 防 教 室 業 務 会 議
… ： エ ー

:／ : ［／／ //／/ ／
L 月 )L 日 1 

2. らららん夏 163 号 記事について

P< 予防教室の今後の体制について

4. 勉 強会 (3A メニューの練習）

1. 今後の予防教室の体制について

8 月28 日 12. 各メニューの進行状況の確認

開催 日 報告

1. 業務 内容の確認 （帳票類の訂正等）

10 月 16 日 12. 送迎時、注意点の確認

1. スタッフ役害1: 分担の確認

F 月 )F 日 12. 勤務変更についての確認

P< 勉 強会 （体操メニューの確認）

P< 『Df 活動』について

1. 地域ケア会議のケース発表

)) 月BJ 日 1 
2 業 務シフトの流動 性について

P< 年末掃除の取り決め

S< 勉 強会 （伝達講習 ：高齢者の咀曝と喋下障害）

1. 業務 内容の確認

B< 勤務体制の検討

P< 令和L 年度 の事薬計画の作成依頼

S< 勉 強会 （音楽体操 の曲選定と練習）

1. 『) 月 体 力洪): 定j] 結果報告

)B 月 ) I 日

) 月29 日 12. 業務分担の流れ について

P< 事業計画 、予算要望書、事業報告について

1. 人事 について

B 月 )S 日 b 業 務 について （シフト表、管理 日誌等）

P< ホームペ ージについて

1. 業務 について （送迎表の確認、花見について）

P 月 )B 日 1 
B< 研修会への参旗 について

P< 人事 について

S< 業務報告作成 について

共通議題 ) · 生産 性向上委員会 ・栄養会議の報告 • 利叫ヽ：者::,'f~ 門凸］
・業務時間内では確認 し合う時間が取れず 、

要約 1 
・利用者 の体感温度 （暑がり、寒 がり）に合わせて座席 の配慮を行 い、

・当 日キャンセルが多く、送迎 j 頓の再調整 に苦慮した。

・利用者 に気持ち良く過ごしていただぐための話 し合いができた。

13) 居 宅 ケ ア マネ 業 務 会 議

6 月~~iii~ti~i~ ~~i~:!;;;, 策
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開催 日 報告

) 包 括業務 について ) 包 括業務 について

今年度予定 （吹上サロン支援 、家族介護者教室 詔知症サポーター養成講座定員、介護者教室募

S 月I 日 1 認知症サポーター養成講座 、見守り〖％フォロ一 )J 月L 日 集開始、出前講座依頼、次年度貸館予約等

アップ研修 、 自立支援型会議 、システム変更等） BF 日 B< サービス情報共有 、研修 、会議報告

B< サービス情報共有 、研修 、会議報告 アセスメント研修全員参力廿

)< 包括業務 について )< 包括業務 について

家族介護者教室、見守り隊研修 の準備確認、 家族介護者教室、中央型 ・包括型 自立支援会

D 月 )P 日 1 チラシ配布 、ケアマネ研修、ネットワーク会議等 )) 月I 日 地域分析シート、二層会議議題

B< サービス情報共有、研修、会議報告 包括 実地指導等

こうのす花祭 りにて電動カートの試乗会 B< サービス情報共有、研修 、会議報告

)< 包括業務 について )< 包括業務 について

ネットワーク会議事業所参力且選定と質問対応確総 )B 月F 日 自立支援型会議 、ネットワーク会議 内容 、実地

n 月 )J 日 1 見守り隊合同研修、在宅医療推進研修の内容 )F 日 次年度役害) : 分担、運営方針 と評価等

困難事例のスタッフ間の情報共有、L 月B 名入職等 BP 日 B< サービス情報共有 、研修 、会議報告

B< サービス情報共有、研修、会議報告 主任ケアマネ 4B 名）研修終了

) 包 括業務 について ) 包 括業務 について

ネットワーク会議役害) ) 分担 、吹」：サロン支援 、 ネットワーク会議、YL 年度吹上サロンとシニア体

L 月I 日 1 自立支援型 ・包括型地域ケア会議準備等 ) 月BJ 日 操内で間こえの講座を主催、Y" 年度業務チェッ

B< サービス情報共有 、研修 、会議報告 クシート確総、職員募集、 日祭 日電話当番等

法テラス相談会、看護小規模 多機能里恋見学 B< サービス情報共有 、研修 、会議報告

)< 包括業務 について )< 包括業務 について

見守り隊、吹上サロン、地域ケア会議研修、職員受 次年度認サポ ・介護者教室の広報依頼、職員募

I 月 )F 日 1 け持ち人数、担 当地区の見直し、お昼休憩当番等 B 月 )J 日 集、ネットワーク会議質疑、委託契約、運営規定等

B< サービス情報共有、研修、会議報告 B< サービス情報共有、研修 、会議報告

市民講座 、多職種研修 の講師候補決定 No µ 、免許返納研修 、在宅 医療研修

) 包 括業務 について ) 包 括業務 について

包括合同見守り隊研修の役害Y: 分担、 認知症サポ 職員募集の進捗状況 、吹上苑パンフレット、

F 月F 日 1 ―ター養成講座と広報準備、安否確総時注意等 P 月 )J 日 契約書 関係 、シニア体操協力開始準備等

) I 日 B< サービス情報共有 、研修 、会議報告 B< サービス情報共有 、研修 、会議報告

支え合 い推進会議研修 認知症と補聴器研修

共通議題

要約

実態把握と予防支援活動につながつた。

½ 鳴巣地域包括支援センター吹 ヒ 苑実績報告

開催 日 1 報告

吹 I::. 圏域のネットワーク構築 に関する意見交換

L 月 )L 日 )EEE~ ~ ✓~ 彎二~:;~:祉髯;;~~~二；1~ EE )B 月 )F 日 I;~~;: 『 ；し、Vt<[)EEEEE 〗: : 』ビ~~:j 正の人

要約
：現状の課題 （空き家問題 、身寄りのない人の対応 、認知症の人の増加 による金蘭應機 関とのトラブル等）に焦点を 当

· )L · 



1 0. 委員会
1) 苦 情 解 決 委 員 会

開催 日 議題 二苦情受付件数0 のため、開催なし

議題

2) 虐 待 防 止 検 討 委 員 会

開催 日

S 月 )J 日 )J 月F 日
共通議題

)< 現場が抱えている課題 について

B< 法人または各部署で取り組む必要があると考えられる課題について

P< 不適切なケアについて

S< その他

要約

現場が抱える課題①言莱遣い、②プライバシーの

侵害について話し合った。①言莱遣 い ：V 施設で

は、同時期 に複数の職員 が傷病 により勤務不可能
となったため、一時的に人員不足 に陥り、業務負

担が増えた結果、職員に余裕 がなくなり、入居者
への言莱遣いがきつくなった。②プライバシーの

侵害 ：N 事業所では、業務の 申し送りを利用者 に

聞こえる場所 （フロア内リビングの近く）で行ってい
た。① の対策としては、風通しの良い職場環境づく
りと適正な職員配置が、② の対策としては、職 員ヘ

との結論

3) 身 体 的 拘 束 適 正 化 検 討 委 員 会

開催 日 共通議題

S 月)J 日，D 月F 日，n 月 )B 日，L 月 )) 日 )< 身体拘束の現状 について

I 月B) 日，F 月 )B 日，)J 月F 日，)) 月 )S 日 B< その他

)B 月 )) 日，) 月F 日，B 月 )B 日，P 月 )P 日

施設長 、副施設長 、看護課主任リーダー 、ショートステイ主任リーダー 、特養 ・ユニット型特養の主任リーダーとリー
要約 ダー、特養主任介護支援専門員 、特養介護支援専門員 、特養生活相談員で開催。情報共有 ・意見交換を行った。

また、身体的拘束適正化 についての理解を深 めるために、施設 内で研修を実施し、職員への周知徹底 に努 めた。

4) 特 養 優 先 入 所 検 討 委 員 会

開催 日

S 月)) 日，D 月F 日，n 月)P 日，L 月 )) 日，I 月I 日，F 月 )B 日
第三者委員、施設長、副施設長、特養介護支援

)J 月 )J 日，)) 月 )S 日，)B 月 )B 日，) 月F 日，B 月 )P 日，P 月 )P 日 専門員 、特養生活ホ廿談員 、特養 主任リーダ ー、看
共通議題 参加者 護課主任 リーダ ー、栄養課主任リーダ ー、ショート

)< 入退居者の近況報告 ステイ主任リーダー、デイサービス生活本H 談員、居
宅介護支援専 門員、包括主任介護支援 専門員B< 入居希望者 の現状 について

P< 次期入居予定者 について

5) ユ ニ ッ ト 型 特 養 優 先 入 所 検 討 委 員 会

開催 日

S 月 )) 日，D 月F 日，n 月 )P 日，L 月 )) 日，I 月I 日，F 月 )B 日 第三者委員、施設長 、副施設長 、特養介護支援

)J 月 )J 日，)) 月 )S 日，)B 月 )B 日，) 月F 日，B 月 )P 日，P 月 )P 日 専門員 、特養生活相談員、ユニット型特養 主任

共通議題 参旗者
リーダ ー、看護課主任リーダー、栄養課主任リー
ダー、ショートステイ主任リーダー、デイサービス生

)< 入退居者の近況報告 活本H 談員、居宅介護支援 専門員、包括 主任介護

B< 入居希望者の現状 について 支援専門員

P< 次期入居予定者 について

6) 衛 生 委 員 会

開催 日

S 月 )J 日，n 月 )B 日，I 月B) 日

)J 月F 日，)B 月 )) 日，B 月)B 日
産 業 医参 加］

S 月 )J 日，D 月)D 日，D 月PJ 日，n 月BD 日，L 月BD 日，I 月BJ 日
F 月 )F 日，)J 月I 日，)) 月BJ 日 )B 月 )L 日，) 月BP 日，B 月BD 日

共通議題

要約

)< 職員の健康状態について

B< 新型コロナウイルス感染症関連 について

P< 感染症の流行 について

• 今年度も年 間を通して職 員が款型コロナウィ ルス
議題 の中心となった。職

員から利用者 に感染する可能性 が高く、最近は

感染しても重症化することはなくなったが、感染
力は衰えず隔離が必要だった。

・職員 または同居する家族等 に、感染の疑いがあ
る場合の受診方法 （検査 日）や休みの取扱いに
ついて検討 した。

・世の中ではインフルエンザも流行したが、感染し
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7) 医療安全委員会

開催 日 議題 開催 日 議題

1. 今後の特定行為実施対象者 について 1. 今後の特定行為 実施対象者 について

n 月)B 日 B< 特定行為 の研修 について )B 月 )) 日 B< 特定行為 の研修 について

P< その他 P< その他

・新たな痰吸引等従事者認 定証の父付者 はいなかった。

要約 · )J 月 )D 日、)) 月 ) 日に痰吸引研修を実施。痰吸引等従事者認 定証者 の交付者以外 にも研修を受けてもらい、

実施 はできなくても準備するところまでは行 えるように指導した。

8) マニュアル見直し委員会
開催 日

I 月B) 日，B 月 )B 日

共通議題

1. マニュアル見直しについて

B< その他

要約 1 服薬マニュアルを一部見直し、落薬事故についての記載を追加 した。

9) 褥癒予防対策委員会
開催 日

S 月)J 日，L 月BD 日，)J 月BS 日，) 月BP 日

共通議題

1. 褥癒及び合併する感染症の予防体制の確 立について

B< 介護 予防に関する情報収集や用具などについて

P< 施設 内で報告のあった褥療 の事例 の対応策 について

S< 褥療 のためのマニュアル類 について

D< 褥療予防に関する研修の実施 について

n< 褥療 の発生予防のために必要な事項 について

・看護課 と多職種 （特 に福祉用具活用委員会）で意見交換を行 い、褥癒の処置や予防に対する情報の共有を図

要約 1 った。 褥療発生時は早期 改善に向け、ベッドマットや車いす、

・利用者 にとって苦痛である褥術の予防や 改善に努めることができた。

10) リス クマネジメント委員会

開催 日 議題 開催 日 議題

1. 介護事故 ・ヒヤリハット報告について 4P 月 ~ S 月） 1. 介護事故・ヒヤリハット報告について 4F 月 ~ )J 月）

B< 事故の原因分析 について B< 事故の原 因分析 について

S 月BD 日
P< 事故の再発 防止策 について

)J 月BS 日
P< 事故の再発 防止策 について

S< 再発 防止策の職員全体への周知 について S< 再発 防止策 の職 員全体への周知 について

D< 前 回の委員会で話 し合 われた再発 防止策の評価 について D< 前 回の委員会で話 し合われた再発 防止策 の評価 について

n< その他 n< その他

1. 介護事故 ・ヒヤリハット報告について 4S 月 ~ D 月） 1. 介護事故・ヒヤリハット報告について 4)J 月 ~ )) 月）

B< 事故の原因分析 について B< 事故の原 因分析 について

D 月BP 日
P< 事故の再発 防止策 について

)) 月BI 日
P< 事故の再発 防止策 について

S< 再発 防止策の職員全体への周知 について S< 再発 防止策の職員全体への周知 について

D< 前 回の委 員会で話し合われた再発 防止策の評価 につ いて D< 前 回の委 員会で話し合われた再発防止策の評価 について

n< その他 n< その他

1. 介護事故 ・ヒヤリハット報告について 4D 月 ~ n 月） 1. 介護事故・ヒヤリハット報告について 4)) 月 ~ ) B 月）

B< 事故の原因分析 について B< 事故の原 因分析 について

n 月BL 日
P< 事故の再発 防止策 について

)B 月Bn 日
P< 事故の再発 防止策ついて

S< 再発 防止策の職員全体への周知 について S< 再発 防止策の職員全体への周知 について

D< 前 回の委 員会で話し合われた再発 防止策の評価 につ いて D< 前 回の委 員会で話し合われた再発防止策の評価 について

n< その他 n< その他

1. 介護事故 ・ヒヤリハット報告について 4n 月 ~ L 月） 1. 介護事故・ヒヤリハット報告について 4)B 月 ~ ) 月）

B< 事故の原因分析 について B< 事故の原 添分析 について

L 月BD 日
P< 事故の再発 防止策 について

B 月n 日
P< 事故の再発 防止策ついて

S< 再発 防止策 の職員全体への周知 について S< 再発 防止策 の職 員全体への周知 について

D< 前 回の委員会で話 し合 われた再発 防止策の評価 について D< 前 回の委員会で話 し合われた再発 防止策の評価 について

n< その他 n< その他

奇数月 ：特養 偶数月 ：ユニット型特養
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)< 介護事故 ・ヒヤリハット報告について 4L 月 ~ I 月） )< 介護事故・ヒヤリハット報告について 4) 月 ~ B 月）

B< 事故の原因分析 について B< 事故の原 因分析 について

I 月BB 日
P< 事故の再発 防止策 について

B 月BL 日
P< 事故の再発 防止策 について

S< 再発 防止策の職員全体への周知 について S< 再発 防止策 の職 員全体への周知 について

D< 前回の委員会で話し合われた再発防止策の評価について D< 前回の委員会で話し合われた再発防止策の評価について

n< その他 n< その他

)< 介護事故 ・ヒヤリハット報告について 4I 月 ~ F 月） )< 介護事故・ヒヤリハット報告について 4B 月 ~ P 月）

B< 事故の原因分析 について B< 事故の原 因分析 について

9 月Bn 日
P< 事故の再発 防止策ついて

P 月BL 日
P< 事故の再発 防止策ついて

S< 再発 防止策の職員全体への周知 について S< 再発 防止策 の職 員全体への周知 について

D< 前回の委員会で話し合われた再発防止策の評価について D< 前回の委員会で話し合われた再発防止策の評価について

n< その他 n< その他

要約
事故の原 因を詳維に分析 し、再発防止策について、多職種で意見交換を行った。事例及 び分析結果を共有し、防
止策の評価を行った。

) ) 8 福 祉 用 具 活 用 委 員 会

開催 日 共通議題

詰［ 霊: :五:;::~~~りE~ ~ ~ B~ E □~:;:: □~:;: 昇~I~:::::: 活用について

福祉用具のR 翡入や活用方法について、意見交換 ・情報共有を行った。福祉用具による事故を防ぐため、定期 的に
要約 1 点検や清掃を行い、不具合があるものは迅速 に対応 した。また、リフトの使用状況を評価 し、職員 に安全な使い方

12) 認 知 症 ケ ア 委 員 会

開催 日 議題 開催 日 議題

S 月 )B 日
)< 村 田先生の研修 4D 月）について l<µ! 、µj のシナリオ作成

B< その他 I 月F 日 B< 動画の役害1: 分担 （撮影 日I 月Bn 日）

)< 今年度の 日程 P< その他

D 月 )J 日
B< 今年度の 目標 )<F 月n 日さくら橋町B 名 マッピングの結果報告

P<D 月B) 日村 田先生の研修 について最終確認 F 月 )P 日 B<F 月BL 日の研修 について

S< その他 P< その他

l<D 月の村田先生の研修を終えて、アンケート集計、何を伝えていくか )<F 月BL 日の研修を終えて、職員のリアクションはどうか

L 月 )B 日
B<F 月のユニット会議で職員に配布するレポート作成、担当決め

)B 月 )P 日
B<B 月の委員会活動報告に向けて、今年度の目標を評価する

P<F 月BL) ) の研修に向けて、動1 山；4B 分間）の内容・役決め P< その他

S< その他

今年度 はパーソン ・センタード・ケアに取り組むための道標であるr ,µf の考えを基にした研修を行った。異なる専

要約 門性や経験年数を持つ職員 局士で話 し合うことで 、多くの気づきを得ることができた。第 ) 回の研修後、 「第 ) 回 目研

修まとめ」のレポートを作成 し、

13) ダ イ バ ー ジ ョ ナ ル セラ ピ ー 委 員 会

開催 日

D 月Bn 日，L 月BI 日，F 月BB 日，)) 月BS 日，) 月Bn 日
共通議題 ユニット内の装飾 ・環境整備 、チョイスの継続 、入

)< 各ユニットの進捗状況
要約 居者との関わり方の工夫 、個別 のj i アセスメント

B< 次回のルームビジット担 当
表の作成などを行うことができた。

P< その他

14) 生 産 性 向 上 委 員会

開催 日 議題 開催 日 議題

)< 令和n 年度法人事業計画 について l<>Df 活動”の取り組 みについて

S 月 )J 日 B< 生産性向上委員会について（委員会を立ち上げた理由等） )J 月F 日 B<µo 操作の支援 について

P< 生産性向上に資するガイドラインの活用について P< 感染対策チェックリス トの継続 の可否 について

)< 令和n 年度第 ) 同理事会報告 4nlS8 l<>Df 活動”の取り組 みについて

n 月)B 日 B<>Df 活動”の取り組 みについて )B 月 )) 日 B< 令和L 年度事業計画 （案）の作成、 てヽ

P<BJBS 福祉研修ガイドブックについて P< 書類ゴミの焼去l l について

― BJ· 
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要約

今年度から運営会議を生産性 向上委員会 に名称変更し、業務の生産性 向上にも焦点を当てて再 出発 した。変更

理 由は、今後I D 歳以上の高齢者 が増加し、介護ニーズが急増する中、生産年齢人 口が減少 し、人手不足が加速

今後も地域 における安心の担い手としての役害1: を果たすために、

ける生産性 向上に取り組むことが求められているためである。今年度 はその第一歩として、部署ごとに>Df 活動”に

取り組み 、第6 回委員会で成果を発表することができた。今後は、介護テクノロジー等を活用した生産性 向上 にも取

り組んでいきたい。

1 5 ) 感 染 対 策 委 員 会

開催 日 議題 開催 日 議題

1. 法人内新型コロナウイルス感染症の報告 4B~ S 月） 1. 利用者 ・職員・配憧医師病院の感染状況について

S 月)J 日 B< 新型コロナウイルス感染症の感染対策について )J 月9 日 B< 埼玉県内、鴻巣保健所管内の感染状況について

P< その他 P< 今年度のワクチン接種 （コロナ・インフル）について

1. 辛斤型コロナウイルス感染症の感染対策 について 1. 利用者 ・職員・配憤医師病院の感染状況について

n 月)B 日 B< クラスター発生時の勤務体制 について )B 月 )) 日 B< 各部署の感染対策 について

P< 令和n 年度以降、行政への感染報告 について P< 職 員の感染対策 について

1. 法人内新型コロナウイルス感染症の報告 4n~ I 月） 1. 利用者 ・職員・配憤医師病院の感染状況について

I 月B) 日 B< 埼 玉県内、鴻巣市の感染状況について B 月 )B 日 B< 埼玉県内、鴻巣保健所管内の感染状況について

P< 新型コロナウイルス感染症発生時におけるNoµ の更新について P< 新型コロナウイルス感染症の感染対策 について

法人 内では、令和D 年度冬季から流行 していた辛斤型コロナウィ ルス感染症が拡大し、今年度D 月 になってようやく収

束した。国は令和D 年D 月からD 類への移行を宣言し、社会も通常モードに戻り、感染しても重症化しなくなったと言

われるが、感染力は衰えていないことから、委員会では毎回、基本的な感染対策を着 実に実行 し、継続することの
要約 大切さを伝 えた。令和n 年度は、職員数名が年 間を通して感染していた。冬季 に入り、ユニット型特養 ・ショートステ

イ ・デイサービスで利用者からも感染者が出たが、小規模で抑え込むことができた。今冬、世の 中ではインフルエン
ザが爆発 的に流行したが、利用者 と職員 に対して予防接種を徹底して実施 したことも影響し、法人 内で流行するこ
とはなかった。

1 6 ) 防 災 ・災 害 対 策 検 討 委 員

開催 日 議題

1. 第 ) 回日中想定洪水時非難訂,, 練 4n 月)S 日）について

n 月 )B 日 B< 第B 回夜聞想定洪水時非難 m )) 練 4L 月n n l について

P< 令和n 年度第 ) 回リーダーNoµ 研修 について

1. 第3 回日中浸水想定洪水時非難訊I 練( 8 月2 9 日）について

I 月B) 日 )B< 日中浸水想定洪水時非難訃,, 練終了後のアンケートについて

P< その他

要約

てヽ

)J 月F 日 1 
（配膳車配置場所 、止水板設置 、排水溝清掃）

B< 今後準備することについて

（各部署の避難マニュアル、止水板組立方法マニュアル等）
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1 1 . ダイ バージ ョ ナルセ ラ ピー (DT) 
ル ームビジット

活動目的
身体機能の低下により、居室で過ごす時間が長くなりがちな入居者を対象に、職員が居室を訪室し、アロマセ

ラピーを施す。また、楽しかった思い出を振り返る。

実施 日等 D 月 BS 日（金）、L 月 Bn 日（金）、F 月 BJ 日（金）、) 月 BS 日（金）、P 月 BI 日4~ ) SEJ J ~ ) DEJ J 
・活動 日の ) か月前までに、対象者のアセスメントシート（ルームビジット専用）と f ' OVf セッション計画書を記

入し、担当職員に配付。

概要
・当日までに準備、活動の流れの確認を 行う。

・当日は挨拶→談笑→本題へど移る。

後半にルームビジットテーマ曲である 「上を向いて歩こう」「故郷」を演奏し、歌う。最後に感想を聞き、挨拶をし

て終了。

対象者 臥床時間が長い方（看取りの方も含む）

対象者の若かりし頃や昔住んでいた場所、楽しかった思い出を振り返ることで五感を刺激し、心身のリフレッシ

成果 ュを図った。オクタバンドを使用した運動や苑内の散策など、様々な活動を取り入れ、対象者に癒しの時間を

提供することができた。

パ ドル 体操

笑いのある人生を ！

活動目的
笑いながら （笑卿 体操をすることでストレスを解消する。

パドルをあらゆる方法で使い、体に無理なく楽しく体操をする。

曲に合わせて身体を動かすことで免疫力を高める。

特養・ユニット型特養：毎月第 B 火曜 日

実施 日時 ショートステイ ：毎月第 ) 木曜 日・第 B 金曜 日・第 P 木曜 日

あかね雲：毎月第 B 木曜 日 ) SEJ J ~ ) DEJ J 
概要 パドルを使い、竜謡や季節に合わせた曲で、講師の指導のもと、楽しく笑顔で体操を行う。

講 崖Ii 
外部インストラクター) 名 （ショートステイ、あかね雲）

ボランティア

対象者 特養入居者、ユニット型特養入居者、ショートステイ利用者、あかね雲禾lj 用者

成果
童謡や季節に合わせた曲でパドルを動かし、講師と雑談を交えながら、明るい雰囲気の中で行うことができた3 

日頃、身体を動かす機会がない方も、楽しく取り組むことができた。

苑内喫茶 花＊花

活動 目的 ゆっくりとお菓子と飲み物をいただきながら、楽しい時間を過ごす。

実施 日等 S 月~ )) 月 第 ) 日曜 日 ) PEPJ ~ ) DEJ J ※S 月 · D 月は中止

・会議室を喫茶店風に模様替えして実施〔，テーブルには季節の花や装飾品を飾り、童謡やジャズなどの N" ~ 

概要
とコーヒーの香りで喫茶店の雰囲気を出す。

・メニューは数種類の飲み物と、季節を感じられる栄養課手作りのお菓子を用意す る。

・間隔を空け4) テーブルに B 名）、アルコール消毒を徹底する。

対象者 特養入居者、ユニット型特養入居者

今年度も感染対策として、席の間隔を空け、他のユニット入居者と鉢合わせしないよう、迎えの時間を調整しな

がら実施した。久しぶりの開催となった n 月は、普段を 卜畑る来店客が訪れ、店内は待ち望んでいた喜びに満

成果 ちていた。栄養課の手作りお菓子は、毎回好評で 「美味しい」と喜ばれ、ほとんどの方が完食するほどの人気だ

った。とろみが必要な方や食事介助が必要な方にも、適切に配慮しながら対応することができた。来店が困難

な方には、ユニットまでお菓子と飲み物を届けた。
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書 道 教 室

静かな環境で 、文字を書くことを楽しむ。

活動 目的
・筆の感触 、墨の香 りに懐かしさを感 じる

・作 品の 出来栄え に一喜一憂す る

・文字を通して笑顔 になる

実施 日等
D 月 BJ 日（月）、n 月 ) L 日（月）、L 月 ) D 日（月）、I 月 ) F 日（月）、)J 月 B) 日（月）、) B 月 ) n 日（月）

) 月 BJ 日（月）、B 月 ) L 日（月） ) SEJ J ~ ) DEJ J 
・お 手本を参考 に作 品を完成させ る。

概 要 · l 枚書き上げる度 に、赤筆で 丸をいただ く。

・正面玄関に作 品を展示す る。

対象者 特 養入居者 、ユニ ット型特 養入居者

昨年度 同様 、新型コロナ感染対策として職員が講師を務 め 、手本を作成 した。暴汁の香 りが漂う中、 自由に筆を

走らせ て 思い 思いの作 品を完成 させ 、充実した 時 間を過ご した。また 、作 品は正面 玄関に展示 し 、皆さん に見

成果 て いただいた。令和 L ) 月か らは新たな取 り組 み として 、委員がさくら橋 町とせ せ らぎ町にそれ ぞれ PJ 分ず

つ訪 間し、ユニ ット内で書道教室を実施 した。これ によ り入居者 の移動負担が軽減され 、今まで参加が難 しかっ

た方々 にも 、書道 を楽しんで いただ く機 会を提 供することができた。今後 は、他ユ ニットにも 取 り入れた い。

栄 養 課 出 張 寿 司

活動 目的 新鮮な お寿 司をいただきな がら、寿 司屋 に来て いる気分を楽しむ。

実施 日等 F 月 ~ P 月 月 ) 回 （午前～昼食） ユニ ット・事業所ご とに実施

調理台の前 に集 まって 、解体 廿[j の大きなブリと一緒に写真撮 影を行う 。

概要
ブ リの解体か ら寿 司を握るまで の一連の流れ を見ても らう。

握 り寿 司が食べ られな い方 には、亥」みまた は粉砕した寿 司ネタをのせ た海鮮丼を提 供する。

新型コロナ感染対策として 、解体後のお東lj 身試食や 、入居者 の寿 司握 り体験 は行わなかった。

対象者 特 養 入居者 、ユニ ット型特 養入居者 、デイ サ ービス禾lj 用者 、あか ね雲禾lj 用者

昨年度 は感染対策のた め、L 回のうち P 国が 中止され 、握 り寿 司のみの提 供となった が 、今年度は全 日程で解

体ショー と握 り寿 司の実演を行 うことができた。解 体ショーで は、利用者 が好きな寿 司ネタ につ いて質 問した り、

成果 出世魚の名 ~fj にまつ わる話題で盛 り たがり、会場 はオB 手や歓 声に包まれ た。寿 司が好きな方が多く、皆さん の

顔 には嬉 しそうな笑顔 が広がつていた。普段 はペ ース ト食 を食べ ている方 でも 、状態を確認、しなが ら握り寿司を

提供し、味わって いただ いた。

パ ブ リ ック 園 芸

活動 目的 四季 折々の花や 野菜 、果物を育て 、成長 を楽しみな がら、収穫物を調理し、味わって楽しみ を得る。

実施 日等 不定期 春夏秋冬

ユ ニッ ト型特養 の花壇 と畑 に、ジ ャガイモ 、ナス 、キャベ ツ 、 白菜 、大根 、ブ ロッコリー 、ほうれん 草、玉ね

概 要 ぎ 、絹 さや な どを植 え、大きくな るのを 目で 見て 楽しむ。職員 と一緒 に水や り、収穫を行い 、最後 に料理で 味わ

い 、食べ 物に感謝をする。

対象者 特 養、ユニッ ト型特 養の入居者

野菜作 りに詳しい入居者 に指導しても らいな がら、一緒 に作業 に取 り組んだ。収穫した 野菜で 、バ ラエテ ィ に富

成果
んだ料理 （蒸か し芋、味噌汁、お ひた し、胡麻和え、ス ープ 、お好 み焼き、大根も ちな ど）を作 り、皆で 「美味しい

ね゜ なヽ がら味わった 採れたて の野菜 はどれも新鮮で季節を感 じさせ た。食事 中は 、昔 自分の畑で 育て

て いた 野菜や 調理方法につ いての話で盛 り たがつた。
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カ ラオ ケ ク ラブ

懐かしい旋律に触れ 、心が和む。

活動 目的 声を出して歌い、リフ レッシュを図る。

感染症対策を行いながら安全に楽しむ。

実施 日等 不定期 （各ユニットで実施）

•カラオケ機を使用し、大好きなメロディーに合わせ 、ユニットの友だちや職員と一緒に歌う。

概要 •カラオケ機にリクエスト曲をあらかじめ数曲入れておく。

•カラオケ機を 自分で操作できる方には、スタートを押してもらう。

対象者 特養、ユニット型特養の入居者

感染症対策を行いながら、ユニットごとに実施 ユニット行事な どで職員と一緒に歌ったり、懐かしいメロディー

成果 を聴いて楽しんだ。思い 出の 曲が流れると、思わず n ずさんだ り、才白手をしたりと、明るい雰囲気の 中で楽しい

時間を過ごすことができた。
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) B< 家族会

1) 家族会総会 （書面）

開催 日 内容

l. 令和 D 年度事業報告、令和 n 年度事業計画 （法人）

n 月 ) n 日 B< 令和 D 年度家族会決算報告、令和 n 年度家族会予算案 について

P< その他

要約 感染リスクを避けるために、今年度も書面での開催となった。

2) 家族会役員会

開催 日 議題

l. 近況報告

B< 新型コロナウイルス感染症関連について

P< 現状の面会について
L 月 B) 日

S< 二大行事について

D< 今後の役員会の 日程 について

n< その他

l. 近況報告

B< 新型コロナウイルス、インフルエンザ感染症関連 について

P< 面会について
)) 月 ) L 日

S< ふっきぃ祭、敬老会を終えて

D< 入居者の処遇 について

n< その他

l. 近況報告

B< 新型コロナウイルス感染症関連について

P< 面会について

P 月 ) n 日 S< 令和 L 年度 特養年間行事

D< 吹上苑家族会 令和 n 年度決算 （案）について、令禾n L 年度予算 （案）について

n< 役員の ) 年を振り返って

L< その他

家族会役員 P 名 、施設長 、昌1: 施設長 、看護課主任リーダー、栄養課主任リーダー、特養主任リーダ

要約
一、ユニット型特養主任リーダー、特養介護支援専開員 B 名、特養生活相談員の計 ) B 名で開催。

吹 ヒ 苑 の近況や感染症 関連 について説 明し、情報を共有した。また、面会や行事の開催 について

意見交換を行った。
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1 3. 見 学 、 実 習

1) 見学受入状況

I 新型コロナ感染対策により受け入れ中止

2) 実習生受入状況

分野 学校、機 関名 実人数 期 間
延ベ

人数

社会福祉士 立上大学 B 名 BP 日 Sn 名

北里大学看護専開学校 ) I 名 S 日 72 名

熊谷市医師会看護専開学校 PJ 名 P 日 FJ 名
看護師

埼玉県立大学 S 名 )J ~ )) 日 SP 名

日本赤十字看護大学さいたま看護学部 S 名 P 日 ) B 名

認定看護管理者教育課 P 名 ) 日 P 名
程セカンドレベル 埼玉県看護協会

訪 間看護師養成研修 n 名 B 日 ) B 名

実務者研修 介護労働安定センター P 名 D 日 ) D 名

• 今年度も 実習生に抗原検査を実施し、陰性 を確認、した上で受け入れた。実習先 合計

要約
の一つとして、 ・介護 ・福祉 に関わる人材育成の一旦を担うことができた。

・少 子化の影響などで定員害LJ れが続き、学校が閉校 になることを受けて、実習生の BFP 名
数は減少傾 向にある。

) S< ボ ラ ンテ ィ ア 活動状況

新型コロナ感染対策により受け入れ中止

― Bn · 



〈 BC 特別養護老人ホーム 吹上苑

) < 目標 、 具 体 的 活動 計 画 の 評 価

目標 1. 利用者に対して ：心に寄り添って

入居者の想いを大切にし、一人ひとりの粋らし方を尊重する

) 8 入居者の声に耳を傾け、想いを汲み取る

【評価 】入居者の言葉や表 情から様子を伺い、積極 的に声を掛けた。また、担 当の介護職員が中心となり、生活

歴などの情報を収集 ・共有することで、入居者一人ひとりの背景を理解することができた。

B8 ユニット行事やダイバージョナルセラピーを通じて、安心して楽しめる機会を提供する

【評価 】担 当職員が企画した誕生 日会や季節ごとの行事を、月 ) ~ B 回実施することができた。また、ダイバージョ

ナルセラピーにも体調を考慮しながら参加してもらい、楽しいひとときを提供できた。

3) 思いやりを感じられ、安心感を与えられるケアを心掛ける

【評価 】 自分の気持ちや体調を伝えることが難しい入居者が多いため、 日々の様子や体調の変化を注意深く観察

し、速やかに把握できるよう、丁寧なケアを心掛けた。また、安心して過ごせるよう、入居者のペースを尊重

したケアを行った。

目標B< 職員として ：チームワーク

チームケアの充実を図り、専開職の連携を活かした職場をつくる

1) 入居者 の希望や想いを実現させるため、ケアカンファレンスで意見を出し合い、多職種で支援 の方向性を統一

する

【評価 】入居者の想いに応えるため、ユニットのケアカンファレンスだけでなく、看護課や栄養課、相談員などの他

職種とも話し合い、支援の方向性を検討した。

2) 内部研修や外部研修 に参力廿し、専開的な知識を深める

【評価 】感染症やリスクマネジメント、急変時の対応など、 日々の業務 に必要な研修を受講し、専門知識を深めるこ

とができた。

3) 体調管理に努め、無理をせずに体める環境をつくる

【評価 】職員 は体調管理と感染対策を意識して行動することができた。また、体調に不安がある場合は看護課に相

談して指示を受け、必要に応じて勤務を調整してもらい、体養することができた。

目標P< 地域に対して ：支え合い

家族や地域住民と良好な関係を築く

1) 広報誌『らららん』や『いい風たより』を発行し、入居者の生活の様子を伝える

【評価 】『らららん』を定期的に発行し、施設内の行事や普段の様 子を伝えた。『いい風たより』では、メッセージ入 り

の入居者の写真を家族へ届けることができた。

2) 面会を通して家族とコミュニケーションを図り、想いを理解する

【評価 】面会を通じて家族と交流を図り、 日頃の様子を伝えるとともに、心配事の相談役となることで 、家族の想い

を理解することができた。

3) 入居者の面会に訪れる地域住民との交流を支援する

【評価 】入居後も地域住民との交流を維持できるよう、入居者の状況を考慮しながら面会を受け入れた。
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B< 行事実施状況

さくら橋町 ) 階）

月 行事名

4 月

5 月 体を動かそう ！歌を歌おう ！（レク）

6 月 誕生 日会、お茶会

7 月 誕生 日会、おやつバイキング

8 月 誕生 日会、スイカ害LJ り

9 月 敬老会、誕生 日会、パフェ作り

)J 月 ふっきぃ祭、カップラーメンで誕生 日会

11 月 スイーツで誕生 日会

) B 月 誕生 日会、クリスマス会

) 月 新年会、プリン ・ア ・ラモードで誕生 日会

B 月 節分 （豆まき）、誕生 日会、栄養課 出張寿司 （ブリの解体ショー）

3 月

毎月の誕生 日会では、担 当者が催し物を企画し、入居者と職員とも に、楽しい時間を過ごすことが

できた。毎年好評のおやつバイキングでは、 自ら選んだおやつを味わいながら、満足そうな表情を

成果、感想 浮かべていた。 )J 月には、「カップラーメンが食べたい」と入居者から懇願され、提供すると 「久しぶ

り、懐かしい、美味しい」と大変喜ばれた。クリスマス会では、職員がマッ ケンサンバを踊り、ユニット

全体を盛 り「 げることができた。

せせらぎ町 2 階）

月 行事名

4 月 誕生 日会、お花見 （桜を飾 り、ユニット内でお花見）

5 月 誕生 日会

6 月 誕生 日会、お茶会 （好きなお菓子を選んでお茶を楽しむ）

7 月 誕生 日会、おやつバイキング

8 月 誕生 日会

9 月 敬老会、秋の味覚を楽しもう ！（手作リケーキ）

)J 月 ふっきぃ祭 、誕生 日会、ハロウィーンパーティー （お菓子のつかみ取り）

11 月 誕生 日会

) B 月 誕生 日会、クリスマスのビンゴ大会

) 月 新学会、誕生 日会、栄養課出張寿司 （ブリの解体ショー）

B 月 節分 （豆まき）、誕生 日会

3 月 誕生 日会、雛祭り

ユニット内に桜の生花を飾り、お花見を楽しんだ。桜 に近づき、「こんなに間近で満 開の桜を見たの
成果、感想

は久しぶり」と嬉しそうに話され、春の訪れを感じてもらうことができた。季節ごとの行事では、職員が

ゲームを企画し、入居者は職員と一緒に楽しむことができた。
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特 別 養 護 老 人ホ ーム 吹 上 苑 統 計 資料 （令 和 n 年S 月 ) 日～令和L 年P 月P) 日）

1) 段 階月I] 入居者数（延べ人数）

S 月 D 月 n 月 L 月 I 月 F 月 )J 月 )) 月 )B 月 ) 月 B 月 P 月 合計 構成比

要介護 ) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
J J< 〇％

要介護B PJ P) PJ P) P) PJ P) SF nB nB Dn nB DJD B<I 6 
要介護P PnF SJP SJD PFF SBP PnJ PLB PPJ PS) PLB PSD SJn S0DBD BS<F6 
要介護S n) D nLF nPJ DFF DBP D)J DBL SI D SFn SFn SPB SnJ n0SDB PD<D6 
要介護D SPF SPS SPD SI n Dnn nJJ nBJ DFL nD) nBJ DnJ n) L n0nBD Pn<D6 
申請 中

゜ ゜ ゜
P) 

゜ ゜ ゜
PJ 

゜ ゜ ゜ ゜
n) J<P6 

合 計 ) 0SDP ) 0DSL ) 0DJJ ) 0DSn )0DSP )0DJJ ) 0DDJ ) 0SF) ) 0DDJ ) 0DDJ ) 0PFP )0DSD )I 0) nI )J J6 

2) 年齢（実人数）

S 月 D 月 n 月 L 月 I 月 F 月 )J 月 )) 月 )B 月 ) 月 B 月 P 月 合計 構成比

~ nF 歳 ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) )B )<F6 
LJ ~ LS 歳 ) ) ) ) ) ) ) B B B B P ) I B<F6 
LD~ LF 歳 D D D D S S S D D D D D DL F<P6 
I J ~ I S 歳 )B )) )) )) )P ) P ) P ) P )B ) B ) B ) P )Sn BP<L6 
I D~ I F 歳 ) P )B )B ) B )P )) )) )) )B ) B )P ) P )SD BP<D6 
FJ ~ FF 歳 B) BJ BJ B) BJ )F )F )F ) I )L )L )n BBL Pn<I 6 

)J J 歳 ～ ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) )B )<F6 
合 計 DS D) D) DB DP DJ DJ DB D) DJ D) DB n) L )J J6 

P8 平均介護度（令和L 年P 月P) 日現在）

I 平均介護度 I S<o I 
S8 平均年齢（令和L 年P 月P) 日現在）

I 平均年齢 I s n<B I 

男 性

女 性
一合 計

翌 , D~ ~ ) >8)L~ ½½ I 〗½½ F~ ~ ) )G )) [0 ー½½ )B[0~ ) l ~ ~ l B8) ° ~ ½l 1 〗0~ )[E½½ 

6) 入退居状況

入居

男性ノ~

女性

0一
8

ー 麟 」 入院 4 名州1E>} 死亡) 名）

I 死亡 ) P 名 （看取り)B 名）

合計 I ) s ) ) ) 
退居者平均年齢 I n<I 歳。

（死因内訳）

老衰 ：L 肺炎 ：) 心不全 ：) 
慢性心不全 ：) , 漫性腎臓病" DE) 
原発性肺癌 ：1 骨髄異形成症候群 ：1 

7) 稼 働 率＊ （単位 ：％）

，： 月~ ) F~ 亀 , ~ 心凡 )F~ 亀 )F~ 亀 l ) ~ E 。l ~ ½·~ , ~ ょ~ , ~ 『½ )F 土~ ) F~ 亀 )F~ 月~ ,1 響
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特 別 養 護 老 人ホ ーム 吹 上 苑 統 計 資料 （令 和 n 年S 月 ) 日～令和L 年 P 月P) 日）

8) 回診状況

北〗~£ 歯l 斗: : 」 ミl~~iL:t 口~ : 火~:I 」9 月：
9) 一般受診状況

)J ~ 
-
4
了

月ー -
4-
2

月2 -
4-
2

月3 計一
5令―
24

合

S 月 D 月 n 月 L 月 I 月 F 月 )J 月 )) 月 ) B 月 ) 月 B 月 P 月 合計

内科 P B B 

゜
B 

゜
) B P 

゜ ゜ ゜
)D 

泌尿器科 ) P 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
S 

整形外科

゜ ゜ ゜
) 

゜
) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
B 

脳外科

゜ ゜
) ) ) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
P 

外科

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜皮膚科

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
B ) ) 

゜ ゜ ゜
S 

眼科

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) 

゜ ゜ ゜
) 

精神科 B 

゜ ゜ ゜
B B B ) 

゜ ゜ ゜ ゜
，

合計 n D P B D P D S D 

゜ ゜ ゜
PI 

10) 入院状況

S 月 D 月 n 月 L 月 I 月 F 月 )J 月 )) 月 ) B 月 ) 月 B 月 P 月 合計

内科 ) ) B B 

゜ ゜
) B B ) 

゜ ゜
) B 

入院 日数 )F ， )L )n 

゜ ゜
， ，BS )D 

゜ ゜
)) I 

泌尿器科

゜
) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) 

入院 日数

゜
)S 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
)S 

整形外科

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜入院 日数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜脳外科

゜ ゜ ゜
) B 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
P 

入院 日数

゜ ゜ ゜
)S ) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
)D 

外科

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜入院 日数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜人数合計 ) B B P B 

゜
) B B ) 

゜ ゜
) n 

入院 日数合計 )F BP )L PJ ) 

゜
， ，BS )D 

゜ ゜
)SL 

L 段 ：人数 ド 段 ：H 数

11) 救急車搬送状況

件数 I S 月B) D 月B)n 月B) L 月 ) ) I 月：ーI F 月。 ) )J 月。 ) )) 月) ) ) B 月~I ) 月：)I B 月： )P~ J ) 合 ~ t l 
主な病名 肺炎、脳 出血、腎疾患等

12) 診断名状況 （複数あ り）

診断名状況 ヵ田 女 合計 診断名状況 ヵ田 女 合計
脳血管性疾患 D )F BS 閉塞性動脈硬化症

゜
) ) 

蘭血圧症 ) BJ B) 肺炎他 D L ) B 
アルツハイマー型認知症 D ) I BP 慢性腎不全

゜ ゜ ゜脳血管性認知症

゜
P P 慢性気管支炎

゜
) ) 

精神科疾患 ) n L 総胆管性胆管炎

゜
) ) 

糖尿病

゜
n n 食道裂孔ヘルニア ) 

゜
) 

癌 B S n 逆流性食道炎 ) S D 
心疾患 P )L BJ 甲状腺機能低下症 ) B P 
パーキンソン病 ) B P 脂質異常症（晶脂血症）

゜
P P 

変形性膝関節症

゜
D D 貧血 ) B P 

変形性脊椎症 （腰椎症を含む）

゜
L L 下垂体機能低下症

゜ ゜ ゜関節リウマチ

゜
) ) 脊椎カリエス

゜ ゜ ゜13) 健康診断等

5 月 胸部レントゲン、心電図、血液検査、血圧測定 （入居者全員）

)) 月 コロナ、インフルエンザ予防接種

ー PJ ―



〈 PC ユ ニ ッ ト 型特別養護老人ホーム 吹上苑

) < 目標 ・ 具 体 的 活動 計 画 の 評 価

§標1. 利用者 に対して ：心に寄り添って

入居者一人ひとりの想いに寄り添い、 自分らしく生活できるよう支援する

1) 入居者の心身の状態に配慮し、丁寧なケアを心掛ける

【評価 】入居者それぞれの病状や身体の状態を考慮し、皆で話し合いながら、必要なケアを提供することができ

た。また、入居者の想いを大切にし、寄り添うことを心 t 卦けた。

B8 安心・安全な環境の中で、その方が 自分らしく生活できるようにニーズを把握する

【評価 】一人ひとりの好みや価値観 、生活スタイル を理解 し、安心して過ごせるよう支援することができた。また、

日々のわずかな変化を記録し、職員間で共有することで、より廿勺確にニーズを把握できるよう努めた。

3) 穏やかな気持ちで過ごせるよう、居心地の良い空間をつくる

【評価 】入居者が心地良く過ごせるよう居室のレイアウトを上夫し、共有スペースでは、 自分の居場所だと感じられ

るような雰囲気づくりや家具の酉じ置を行った。

4) 入居者の心身の変化 に気づけるよう、 日々のコミュニケーションを大切にする

【評価 】 日々の何気ない関わ りの中でも 、表情や動作のわずかな変化を見逃さないよう注意を払った。また、積極

廿勺にコミュニケーションを図ることで、入居者 の想 いや体調の変化を早期 に察知し、すぐに対応できるよう

努めた。

目標B< 職員として ：チームワーク

多職種間のコミュニケーションや 情報共有を大切にし、連携 ・協働する

1) 多職種が互いの専開性を尊重し、的確なケアの提供 につなげる

【評価 】入居者 に状態変化 が見られた際には、他部署へ報告を行い、それぞれの立場からの意見を尊重しなが

ら、その方の状態に適したケアヘとつなげることができた。また、 日々の 申し送りやユニット会議などで多職

種ど情報を共有することで、より良いケアを提供できるよう心掛けた。

2) 日々変化する社会情勢にも柔軟に対応できるよう研修等に参カドし、自己研鑽に努める

【評価 】内部研修では、外部講師を招いて新たな知識や視点を取り入れ、 日々のケアを見つめ直す機会を得た。

外部研修では、オンライン研修や集合研修 を通じて他施設と交流し、介護現場の現状を把握するととも

に、現場の意見を共有することができた。

3) 体調管理に努め、職員間で協力し合える体制を整える

【評価 】 日頃から手洗い ・うがい、アルコール 消毒、マスク着用などの基本的な感染症対策を心掛け、各 自が体調

管理に努めた。欠勤者が出た場合は勤務変更を行い、互いに協力し合って対応することができた。

目標P< 地域に対して ：支え合い

家族や地域の方と交流する機 会を大切 にし、入居者が社会とのつながりを感じられるように配慮する

1) 広報誌『らららん』や『いい風たより』を発行し、入居者の生活の様 子を伝える

【評価 】行事での様子を写真 に収め、『らららん』や『いい風たより』を通じて、入居者 の様 子や吹■苑の雰囲気を

伝えることができた。さらに、入居者と家族が会話を交わす良いきっかけにもなった。

2) 面会を通じて、入居者 、家族、地域の方々とのつながりを大切 にする

【評価 】面会制 限がある 中でも柔軟に対応し、入居者が、家族や地域の方 々との貰重な時間を、大切 に過ごせる

よう努めた。
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B< 行事実施状況

コスモス町、本丸町 （ユニット型特養 ) 階）

月 行事名

4 月 お花見、季節のスイーツと歌の会

5 月 誕生 日会

6 月 誕生 日会、お茶会

7 月 誕生 日会、スイカ害LJ り

8 月 誕生 日会

9 月 敬老会

)J 月 誕生 日会、ふっきぃ祭、スイートポテト作り

11 月 誕生 日会、おやつバイキング

) B 月 誕生 日会、栄養課出張寿司 （ブリの解体ショー）、クリスマス会 ＆忘年会

) 月 誕生 日会、新学会

B 月 誕生 日会、節分 （豆まき）

3 月 誕生 日会

誕生 日会では、入居者からのリクエストに応じて、お東lj 身や天ぷらなど、お好みの料理を提供 し、お

コスモス町
祝いすることができた。クリスマス会では、職員のギター演奏に合わせて歌を楽しんだ。歌うことで 自

成果、感想
然と笑顔 になり、良い気分転換となった。また、庭 の畑で育った野菜の収穫を入居者の皆さんに手

伝ってもらい、採れたての野菜を調理して振る舞ったところ、「美味しいよ。よくできているね」と喜 ば

れた。今後も入居者の笑顔がたくさん見られるような楽しい企画を考えていきたい。

四季を感 じられる行事を実施することができた。クリスマス会 ＆忘学会では、ケーキを楽しむだけで

本丸町 なく、身体を動かすゲームも行った。 「疲れちゃった」 「でも、たまにはこういうのもいいね」と、笑顔で

成果、感想 感想を話される姿が見られた。今後も 四季を感じることができる行事を継続しつつ、さらに身体を動

かしてリフレッシュできるような企画を考えていきたい。

人形町、しらさぎ町 （ユニット型特養 2 階）

月 行事名

4 月 誕生 日会、お花見、お楽しみ会

5 月 誕生 日会

6 月 誕生 日会、お茶会

7 月 誕生 日会、スイカ害)G り大会

8 月 誕生 日会

9 月 敬老会、かき氷パーティー

)J 月 ふっきぃ祭、誕生 日会

11 月 誕生 日会、おやつバイキング

) B 月 誕生 日会、クリスマス会

) 月 誕生 日会、新年会

B 月 誕生 日会、節分 （豆まき）

3 月 誕生 日会、栄養課 出張寿司 （ブリの解体ショー）

人形町
誕生 日会 は入居者 の希望に沿いながら行った。ペース ト食の方 にも満足していただけるよう、提供

成果、感想
方法を上夫し、喜んでもらうことができた。来年度は入居者 の希望を踏まえつつ、さらに季節を感じ

てもらえるような行事を企画したい。

しらさぎ町
季節に合わせ た行事 も 取 り 入れつつ、 行事 を毎月実施す る ン と がで き た。 栄養課職員に よ る

成果、感想
おやつバイ キ ン グでは、 )J 種類以 卜̂の手作 り お菓子を用 し、入居者がそれぞれ好みに合わ

せ て選ぶ こ と がで き た。
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ユ ニ ッ ト型 特 別 養 護 老 人ホ ーム 吹 上 苑 統 計 資 料 （令和 n 年S 月 ) 日～ 令 和 L 年 P 月P) 日）

1) 段 階月I] 入居者数 （延べ人数）

S 月 D 月 n 月 L 月 I 月 F 月 )J 月 )) 月 )B 月 ) 月 B 月 P 月 合 計 構成比

要 介 護 ) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
J J< 〇％

要 介 護 B PJ S) nJ nB nB nJ ) L )B nB nB Dn nB DI n P<S6 
要 介 護 P S)) SDL SDJ SLD DBL DPn DLL D)J DBI DnI DPB DI F n0) nJ PD<P6 
要 介 護 S SF) SFn SI J SFn SI I SI J DJn SnL SnD SnD SBJ SnD D0L)F PB<I 6 
要 介 護 D SI B SI ) SSB SSF SJF PnJ PLD SPF SP) PFB PPn PLB S0FnI BI <D6 
申請 中

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
J J< 〇％

合 計 ) 0S) S ) 0SLD ) 0SPB ) 0SI B ) 0SI n ) 0SPn ) 0SLD ) 0SBI ) 0SI n ) 0SI L ) 0PSS ) 0SI I ) L0SPP )J J6 

2) 年齢 （実人数）

S 月 D 月 n 月 L 月 I 月 F 月 )J 月 )) 月 )B 月 ) 月 B 月 P 月 合 計 構成比

~ nF 歳

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
J J< 〇％

LJ ~ LS 歳 ) ) ) ) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
S J<L6 

LD~ LF 歳 S D D n L L L I I I I I I ) )P<L6 
I J ~ I S 歳 D S S P P P P P B P P P PF n<n6 
I D~ I F 歳 )B )B ) P ) P ) B )) )) )B )) )) )) )) )SJ BP<n6 
FJ ~ FF 歳 BS BB B) BB BB BB BS BS BP BB B) B) BnI SD<P6 

)J J 歳 ～ D D D D D D D D D D D D nJ )J <) 6 
合 計 D) SF SF DJ SF SI DJ DB SF SF SI SI DFB )J J6 

P8 平均介護度 （令和L 年P 月P) 日現在）

I 平 均 介 護 度 I P<L I 
S8 平均年齢 （令和L 年P 月P) 日現在）

I 平均年齢 I I F<I I 

男 性

女 性
一合 計

菱 ) 刷;r 〗ii L~ 8 I ~ 8 F~ ~ ) )G )) [08 )B[~ ) ) ~ 〗I B~ ~ ) P~ ~ ) 〗iil;i]i 
6) 入退居状況

入居

男性ノ~

女性

4一
6ー 口 こ〗) 名）

合 計 I BJ 
退居者平均年齢FJ<D 歳。

（死 因 内訳 ）

老衰 ：) D 

7) 稼働率 （単位 ：％）

，な月~ ) F~ 月½ )F~ 亀 )F~ 月\ )F~ 月, )F~ 亀 l ~ ½·~ , ~ ~ ·~ , ~ 『~ ) F 土月， l ) ~ E 。)F~ 亀 ,1~ [ 

ー PP · 



ユ ニ ッ ト型 特 別 養 護 老 人ホ ーム 吹 上 苑 統 計 資 料 （令和 n 年S 月 ) 日～令和L 年 P 月P) 日）

8) 回診状況

北~ !歯l 、卜I:~ 雨~I:; 』 ；1!~~i 、I 卜~ ] 大：令日］
9) 一般受診状況

9 月ロ 月一
4-
1

ー 月一
4-
2

2 + 
S 月 5 月 n 月 L 月 I 月 F 月 )J 月 )) 月 ) B 月 ) 月 B 月 P 月 合計

内科

゜ ゜
) P 

゜ ゜
) 

゜ ゜ ゜ ゜
) n 

泌尿器科

゜
) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) 

整形外科

゜ ゜ ゜
) 

゜
B ) 

゜ ゜
) B P )J 

脳外科

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) 

゜ ゜ ゜ ゜
) 

外科

゜ ゜ ゜ ゜
) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) 

皮膚科

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) 

゜
) 

゜
B 

耳鼻科

゜
) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) 

精神科 ) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) 

合計 ) B ) S ) B B ) ) ) P S BP 

10) 入院状況

S 月 D 月 n 月 L 月 I 月 F 月 )J 月 )) 月 ) B 月 ) 月 B 月 P 月 合計
内科

゜ ゜
) ) 

゜ ゜
) ) 

゜ ゜ ゜
) D 

入院 日数

゜ ゜
)S D 

゜ ゜
)J D 

゜ ゜ ゜
)J SS 

泌尿器科

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜入院 日数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜整形外科

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) 

入院 日数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) I 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) I 

脳外科

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) 

゜ ゜ ゜ ゜
) 

入院 日数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
)L 

゜ ゜ ゜ ゜
) L 

外科

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜入院 日数

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜人数合計

゜ ゜
) ) 

゜
) ) B 

゜ ゜ ゜
) L 

入院日数合計

゜ ゜
)S D 

゜
) I )J BB 

゜ ゜ ゜
)J LF 

卜段：人数 下段：日数

11) 救急車搬送状況

件数 , L ー：：。I D 月』 ：：：：ー) 三L 月) ) I 月：)I F 月： ) )J } Rl )) 月) ) ) B 月。I ) 月：)I B 月」 ：；月」 ：う計D 
主な病名 脳梗塞、呼吸状態悪化、嘔吐・頻脈等

12) 診断名状況 （複数あり）

診断名状況 ヵ田 女 合計 診断名状況 ヵ田 女 合計
脳血管性疾患 ) ) n ) L 閉塞性動脈硬化症

゜ ゜ ゜間血圧症 P BP Bn 肺炎他 B 5 L 
アルツハイマー型認知症 B )J )B 慢性腎不全

゜
B B 

脳血管性認知症

゜
P P 慢性気管支炎

゜ ゜ ゜精神科疾患

゜
P P 総胆管性胆管炎

゜ ゜ ゜糖尿病 ) B P 食道裂孔ヘルニア

゜ ゜ ゜癌 P L )J 逆流性食道炎

゜ ゜ ゜心疾患 )) )P BS 甲状腺機能低下症

゜
B B 

パーキンソン病 B ) P 脂質異常症（蘭脂血症）

゜
B B 

変形性膝関節症

゜
n n 貧血

゜
S S 

変形性脊椎症 （腰椎症を含む） B L F 下垂体機能低下症

゜ ゜ ゜関節リウマチ

゜ ゜
〇脊椎カリエス

゜
) ) 

13) 健康診断等

5 月 ~ 胸部レントゲン、心電図、血液検査、血圧測定 （入居者全員）
)) 月 コロナ、インフルエンザ予防接種

ー PS· 



くSC 短期入所生活介護事業所吹上苑

) < 目標 ・ 具 体 的 活動 計 画 の 評 価

§標1. 利用者 に対して ：心に寄り添って

利用者 同士が交流でき、安心して滞在できる、落ち若く場所をつくる

1) 禾lj 用者 同士の関係性を大切 にする

【評価 】宿‘泊用の居室や 日中過ごすリビングの座席 は、禾lj 用者同士のコミュニケーションを円滑にするために、相性

や性格などを考慮して配置した。

2) 利用者の心身の変化 に常に気を酉己り、柔軟な対応を心掛ける

【評価 】介護職員と看護職員が連携し、禾：: 用者の心身の状態に関する情報を共有することで、変化 に適切 に対応で

きた。

3) 毎月季節のイベントを企画し、安全に配慮しながら禾lj 用者の楽しみを増やす

【評価 】お花見やクリスマス会などの季節行事に加え、ラーメン祭 りや芋煮会といった新たな催しを企画し、禾lj 用者の

楽しみの幅を広げることができた。

目標B< 職員として ：チームワーク

体調管理を心掛け、お互いに協力し、働きやすい環境をつくる

1) 体調不良時は無理せず体めるように、相談しやすい環境をつくる

【評価 】相談しやすい環境を整えるため、職員間のコミュニケーションを 日頃から意識的に図るよう努めた。

2) 利用者のことで気づいたことや困ったことがあったら、“ちょこっとカンファ,,(解決志向アプローチを応用したカンファ

レンス）を行い、職員 間で情報共有を行う

【評価 】 日々変化する利用者の課題 に対応するため、随時“ちょこっとカンファ”を行い、職員間で情報を密 に共有し

ながら、迅速に解決へと導いた。

3) 自分なりの楽しみや気分転換の方法を見つけ、ストレスをため込まないようにする

【評価 】憶しい時期でも、体みの 日にはしっか りと体息し、リフレッシュした状態で仕事に取り組むことができた。

4) 利用者の急変や夜間の緊急時に対応できるようにマニュアルを確認、し、随時更新する

【評価 】マニュアルを随時更新し、職員への周知を徹底した。また、禾：J 用者の情報を網羅した緊急パスを作成。

時や夜間の救急搬送時には、救急 隊員へ迅速に情報提供を行うことができた。

目標P< 地域に対して ：支え合い

地域に開かれた福祉拠点として、虐待が疑われる地域高齢者や災害時の独居高齢者の、緊急時における

受入機 関としての機能を果たす

1) 地域包括支援センターからの要請に迅速に対応できるよう、受入体制を整える

【評価 】地域包括支援センターとの情報共有を 日頃から密 に行うことで、緊急時の要請にも迅速に対応することがで

B8 介護支援専開員や各サービス事業所と連携して禾lj 用者を支えられるように、普段からこまめに情報共有を行う

【評価 】介護支援専開員をはじめ、デイサービスや他の居宅サービスの担当者と継続的な情報交換を行い、適切な

対応 につなげた。

3) 災害時には地域と連携して避難者を受け入れ、また、必要に応じて職員を派遣できるように体制を整える

【評価 】災害時の備蓄状況や洪水時避難行動計画を定期的に確認し、避難者の受入体制を整えた。
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B< 活動実施状況

実施月 活動名 実施内容、評価

ボールゲーム大会

カフェ（アニマルカフェ） 【ボールゲーム大会 】

4 月 シネマ
玉入れ、じゃんけんボール送り、ボールで陣取り合戦など、
ボールゲームを数種類企画。楽しみながら身体を動かすこと

壁絵作り ができた。

パドル体操

運動会
【運動会】

シネマ 紅 白のチームに分かれて、ボール渡し競争、玉入れ競争 、
5 月

パン食い競争を行った。チームごとに圏結し、圏体競技なら壁絵作り
ではの楽しさを分かち合うことができた。

パドル体操

縁 日

カフェ（宇治抹茶くず玉クリームあんみつ）
【縁 日】
的 当てや輪投げ、千本引きで遊び、たこ焼きやチョコバナナ

6 月 シネマ などを味わい、緑 日の雰囲気を楽しんだ。はりきって何度も

壁絵作り
輪投げに挑戦する方や、いつもよりたくさん食べた方もいて、
大変好評だった。

パドル体操

かき氷フェスティバル

スイカ害LJ り 【かき氷フェスティバル 】

カフェ （冷や汁） シロップの他にアイスやあんこなどのトッピングを 自由
7 月 び、 自分好みにア レンジして楽しみながら、かき氷を味わうこ

シネマ とができた。

壁絵作り 【スイカ害) ) り】
先にスイカに触れて夏を感じてから、スイカ害)G りを楽しんだ。

パドル体操

ふっきぃフェスティバル

シネマ
【ふっきぃフェスティバル 】

8 月 カフェ （クリームソーダ） 金魚すくいやパターゴルフ、ガラガラ抽選会などの催し物を

壁絵作り
楽しんだ。昼食では、夏らしく素麺を味わった。

パドル体操

敬老会

シネマ

カラオケカフェ 【栄養課出張寿司】
9 月 目の~fj で、栄養課職員が手際よく大きなブジを捌く様 子を見

栄養課出張寿司 （ブリの解体ショー） て楽しんだ後は、新鮮なお寿司に笑顔があふれていた。

壁絵作り

パドル体操

おやつバイキング

シネマ
【おやつバイキング】

10 月 カフェ （新米を食べよう） ケーキやピザなど、おやつを数種類用 バイキング形式

壁絵作り
で提供。楽しみながら、好みのおやつを選ぶことができた。

パドル体操

秋祭 り ～秋の収穫祭～

カフェ （カップラーメン） 【秋祭 り～秋の収穫祭～】

11 月 シネマ
秋 に収穫された野菜（さつま芋、里芋）を調理して、焼き芋、ス
イートポテト、芋煮にした。旬の野菜を通して、秋を感じること

壁絵作り ができた。

パドル体操
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実施月 活動名 実施内容、評価

クリスマス会

忘学会
【忘年会】

) B 月
カフェ （ドーナツを食べよう ！） オードブルを数種類用意した。アルコールが飲める禾lj 用者

シネマ にはビールを提供し、普段とは違う時間を楽しんでもうらうこ
とができた。

壁絵作り

パドル体操

新学会

新春ゲーム大会
【新春ゲーム大会】

アイスカフェ お正月らしい遊びとして、凧揚げ競争やもちつかみなどの) 月
ゲーム大会を開催した。職員が手作りしたゲームアイテムはシネマ
好評だった。

壁絵作り

パドル体操

節分 （豆まき） 【節分（豆まき）】

カラオケカフェ 安全に配慮し、豆まきはお手玉で代用。鬼に扮した職員に
向かって豆まきを行い、一年の厄を払った後に、健康や福を

バ レンタイ ン 願って落花生を食べた。B 月
【カラオケカフェ】シネマ
好きな曲を歌うことで楽しみながら声を出せた。また、聴いて

壁絵作り いるだけでも 「これは知つているわ」と、利用者同士の会話の

パドル体操 きっかけになった。

雛祭 り

カフェ （ハンバーガー） 【雛祭 り】
雛祭 りにまつわる 曲を皆で歌い、桜もちやチーズケーキを味

お花見 わいながら、楽しい時間を過ごした。
3 月

【お花見】シネマ
満開とはいかなかったが、「綺麗ね」と利用者からは好評

壁絵作り だった。桜の花を l 兆めながら春の空気を感じることができた。

パドル体操
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P< 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 吹 上 苑 統 計 資 料 （令 和n 年S 月) 日～ 令 和 L 年 P 月P) 日）

1) 営業 日数

丁 」 電。) 電：：) 電：ーI F~ 。I )J E) ) 且 ：：~ ) ) B 星 I ) ~ ) ) B~ I ) P~ ) ) ) ―：；誌

2) 段 階月I] 利用者数 （延べ人数）

S 月 D 月 n 月 L 月 I 月 F 月 )J 月 )) 月 )B 月 ) 月 B 月 P 月 合 計 構成比

要 支 援 ) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
) B 

゜ ゜ ゜
P J<) 6 

要 支 援 B P 

゜ ゜ ゜
) L P ) I )n L ) D )J 

゜
I F J<F6 

要 介 護 ) )n ) L BI PF )n ，SJ PB )F S )) )L BSI B<S6 
要 介 護 B )BL )SP )PJ )DL ) I L )SD )PF ) I J )LB )) S )LL )I J ) 0I D) ) I <B6 
要 介 護 P BBJ BBB BDI BPn BSF BSn BLS BnB BLI BI J BFS PJI P0) BL PJ<F6 
要 介 護 S BJS BPD )I L )Fn B)J ) I P BPI )LJ )DI )nJ )PS )nn B0BS) BB<) 6 
要 介 護 D BBS B) n BBD BDS BPD BJD B) I B)) B) L FS )PI )B) B0PDI BP<P6 
申請 中

゜ ゜
S )) 

゜
SD )) B LP P )) SI BJI B<) 6 

合 計 LFS I PP I PB I FP F) S I Pn FPI I LS FBn nLJ LLD I SJ )J 0) BD )J J6 

3) 年齢 （実人数）

S 月 D 月 n 月 L 月 I 月 F 月 )J 月 )) 月 )B 月 ) 月 B 月 P 月 合 計 構成比

~ nF 歳 ) B B B B B B B B B B B BP P<B6 
LJ ~ LS 歳 ) P P D D S D S S B S S SS n<B6 
LD~ LF 歳 L )J n I I ， L L L I n I F) )B<L6 
I J ~ I S 歳 ， n ， I L L )J ，)S )) )) )D )) n )n<B6 
I D~ I F 歳 ) n )n )D )F )S )n ) I )F ) L ) P )B ，) I S BD<L6 
FJ ~ FF 歳 BP BJ BJ B) BJ BD BS B) ) L ) P )F )L BSJ PP<n6 

)J J 歳 ～ B ) ) ) ) ) ) ) B B B B )L B<S6 
合 計 DF DI Dn nS DL nS nL nP nP D) Dn DL L)D )J J6 

4) 平均介護度 （令和L 年P 月P) 日現在）

I 平均介護度 I P<B I 
5) 平均年齢 （令和L 年P 月P) 日現在）

I 平均年齢 I s S<F コ

D 月 n 月 L 月 I 月 F 月 )J 月 )) 月 )B 月 ) 月 B 月 P 月 合 計 構成比

男 性 ) L ) L )P ) I ) I )n ) I )S Sn PD ) P )n BS) PP<L6 
女 性 SB S) SP Sn PF SI SF SF ) L )n SP S) SLS nn<P6 
合 計 I DF) DI ) Dn) nS) DL) nS) nL) nP) nP) D) ) Dn) DL) L)D))J J6 

L8 新規利用

S 月 D 月 n 月 L 月 I 月 F 月 )J 月 )) 月 )B 月 ) 月 B 月 P 月 合 計

S I S L B n L P P B n n DI 

I 8 終 了理由

吹 上苑 吹卜苑以外

施 設 入 居 長 期入 院 転 居 本 人希 望 家族希望 死亡 合 計

Bn I S B ) 

゜
L SI 
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〈 DC 栄養課

) < 目標 ・ 具体的活動計画の評価

§標 1. 利用者 に対して ：心に寄り添って

利用者や家族の気持ちや願いに寄り添い、食事面で利用者の生活を支える

) 8 行事食を年間 DJ 回実施し、 日々の生活が豊かになるような食事の提供をする

【評価 】年間 DJ 回の行事食と、P 国のおやつバイキングを実施できた。

2) 看取りの時期 には、家族から情報を聴き取り、好きな食べ物を楽しめるよう支援する

【評価 】看取りの時期には、好物のお刺身や、家族が届けてくれた果物を細かく砕いて提供した。また、居室内に

コーヒー豆を置くことで、香りを感じながら過ごせるようにした。

3) 利用者の状況を把握し、一人ひとりに適した食事形態、食事量、食器で提供する

【評価 】ミールラウンドやユニット会議、担 当者会議で利用者の心身の状態をタイムリーに把握し、他職種と相談し

ながら、体調や礁下機能に応じた食事を提供することができた。

4) 給与栄養 目標量を満たした食事を提供する

【評価 】エネルギー、蛋 白質、脂質、

することができた。

食塩の全てにおいて、給与栄養 目標量を満たした食事を提供

目標B< 職員として ：チームワーク

ホウレンソウ （報告 ・連絡 ・相談）を行い、思いやりを持って助け合える職場を 目指す

l 鴻忍識の相違を防ぐため、仕込み方法や調理手l 頓などの勉強会を年間 D 回実施する

【評価 】年間 10 回の勉強会を実施し、細かな作業の統一を進めた。また、参加者全員か ら議題を募 り、その議題

について皆で話し合うことができた。

B8 調理中は互いに進捗状況を把握し、必要に応じて補助する

【評価 】作業工程を見直し、誰が責任を持って行う業務なのかを明確にした 卜で、協力し合うことができた。

3) 既存のメニューのクオリティを維持しつつ、新たなメニューも 開発する

【評価 】仕入れから見直し、勉強会等で作業の統一を図り、常においしい食事を提供できるよう努めた。また、BD 

品の新メニューを開発した。

S8 全員が +o o Vµ に基づく衛生管理の知識を深める

【評価 】業務会議で +Vooµ に基づいた手引書を読み合わせ 、冷却 ・カn 熱の温度管理、確実な殺菌、二次汚染

防止などについて学んだ。また、+Vo oµ に基づいて栄養管理 日誌を改訂した。

§標P< 地域に対して ：支え合い

デイサービス、ショートステイ、あかね雲、介護予防教室を禾lj 用する高齢者の食生活を支援する

1) 季節や旬を楽しんでいただける食事を提供する

【評価 】旬の食材を活かした季節料理や、行事に合わせた特月LJ な食事を提供できた。

2) 一人ひとりに適した食事形態を提案する

【評価 】禾：: 用者一人ひとりのニーズに応じて、禁食や嗜好、食事量などを考慮し、可能な限り個別対応を行った。
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B< 行 事 食 ・ 選 択 食

月 日 曜 H 行 事 名 行 事 食 月 日 曜 H 行 事 名 行 事 食

P 水 お 花 見 献 立
いな り寿 司 )J P) 本 ハ ロウィ ー ン 南 瓜 バ バ ロア
サ ラ ダ 巻 き 寿 司

S I 月 花祭り献立 肉 団子 の 彩 り蒸 し P 日 文 化 の 日
栗 お こ わ

（お釈迦様の誕生 ） 桜 も ち 天 ぷ ら

か つ 丼
おやつバイキング フルーツ盛り合わせ・フルーツのケーキ・抹茶

BF 月 昭 和 の 日 11 月 （コスモス町・本丸町 I 水ルよト・うコかーんヒ 牛乳フリン・シフォン·=✓ ン・／́六タ人形町・しらさぎ町）

P 金 憲 法 記 念 日
赤 飯 11 ) S 本 埼 玉 県 民 の 日 ゼ リー フ ライ
鮭 の西 京 焼 き

S 上 み ど りの 日
菜 飯 ) D 金 七五三

赤 飯
カ ラス 鰈 のグ リー ンソ ー ス 金 目鯛 粕 漬 け

D D 日 こ ども の 日
チ キ ン ライ ス ・ハ ンバ ー グ BP 上 勤 労 感 謝 の 日 お 刺 身
柏も ち

) B 日 母 の 日 太 巻 き 寿 司 B) 上 冬至 南 瓜 の い とこ煮

金
おやつバイキング ショートケーキ・モンブラン・チョコプリン・株茶い

BS （デイサービス） I ち焼ごきそ大儡ば＇あ…んみつ口レ二モンゼリー―― ) B BD 水 ク リス マ ス ビ ー フス トロガ ノフ

) n 日 父 の 日 さっ ぱ リサ ラ ダ 寿 司 P) 火 年 越 し
年 越 しそ ば
天 ぷ ら

n B) 金 I 夏
冷 汁 うどん ) 水 新 年 会

松花堂弁当（祝膳・栗きんとん・
ス イ カ 黒豆・矢羽根羊羹・伊達巻）

PJ 日 選 択 お や つ
マンゴーパィ ・ B 本 お 正 月 桜海老ごはん ・金 目鯛粕漬け
紫 陽花

L 日 七 タ
七 夕素麺 P 金 お 正 月

肉 団 子 の 紅 白も ち 米 蒸 し
天 ぷ ら 雪 中南 天

) D 月 海 の 日
焼 き そ ば S 土 お 正 月 ち らし寿 司 ・黒 豆 ・伊 達 巻
ス イ カ

L フルーツポンチ・水ようかん・抹茶 ) 
BB 月 おやつバイキング ロール・あんみつ・バウムクーヘン L 火 七草粥（きくら橋町・せせらぎ町） ・みそポテト・クリームソーダゼリー

BS 水 土 用 の 丑 の 日 うな 丼 11 土 鏡 開き お しる こ

11 日 山の 日 冷 や し 中華 ) P 月 成 人 の 日
赤 飯
お 刺 身

I ) P 火 迎 え 盆 お は ぎ BJ 月 大寒
あ ん か け うどん
甘酒

) n 金 送 り盆
穴 子 丼 B 日 節 分 （豆 ま き ） 太 巻 き 寿 司
い がま ん じ ゅう

) 日 防 災 の 日
お にぎ り P 月 立 春

桜 海 老 ご はん
豚 汁 か に錦

，月 重 陽 の 日 栗 ご はん B 11 火 建 国記 念 日 海 鮮 漬 け盛 り

，) n 月 敬 老 の 日
松花堂弁当（赤飯・黒陸奥の煮付け） ) S 金 バレンタインデー チ ョコ レ ー トム ー ス紅 白まんじゅう

) L 火 十五夜 月 見 まん じ ゅう BP 日 天 皇誕 生 日
天 ぷ ら
お 刺 身

BB 日 秋分の日（秋の彼岸） お は ぎ ) 土 創 立 記 念 日
た け の こご はん
本 の 芽 焼 き

) S 月 ス ポ ー ツ の 日 いな り寿 司 P 月 雛 祭 り
菜 の 花 ち らし寿 司
桜 も ち

P 
) D 火 十三夜 月 見 まん じ ゅう ) S 金 ホ ワイ トデ ー パ ンナ コ ッタ

)J 
焼 き そ ば 桜 ち らし寿 司BJ 日 ふ っ き ぃ祭
カ レ ー

BJ 本 春分の日（春の彼岸）
ぼた も ち

BL 日 選 択 お や つ
い がぐ り · B 色 ゼ リー

成 果 ・感 想
・年 cclFDJ 回 の行 事 食 を 実 施 で き た 。

南 瓜 のプ リンケ ー キ ・P 回 の お や つ バ イ キ ン グ を 実 施 で き た 。
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3. 栄養実績

栄養ケア・マネジメント

食 数
熱量 蛋 白質 脂質 塩分 体重減少率（人） 副食形態（人）

(Kcal) (g) (g) (g) 3か月 6か月 介護食 鳴 ド 食

月 特養 ！ユ:;;; ''~ 特養 ！言;; '"" 特養 ！ユ；f';;'·S'' 特養 ！ユ晟雀’型

ショート
給与栄 尼目標量 中リスク 中リスク ふつう ） く`きざみ

------------- 夫給-与--栄---養---量----------------
(3% 以1:7 5% 未満） (3% 以 、I■10% 未満）

総喫食数 特養 ----------
… 富 iJ 交 万 ―― … 育 り 玖 ―万 ―― きざみ

--------------
デイ 給与率（％） (7.5% 以ヒ ） (10%以上） ごくきざみ

ペースト

2,186 1,409 56.1 36.7 7.4

―83― i !'＇ ―113― i !i -152••＇:：,..j 1110• ――2103―七＇j ＇j 1011・―1―., 448 -- 57.7 42.2 6.14 11,840 8,316 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1,045 102.8 102.9 115.0 82.4

2,291 1,410 56.2 36.7 7.4

!i' ＇——05 - ＇'!,＇- ――83．――― 一11G → ＇II＇一 1D2 ・ ――2121 ―+-＇I＇I＇1111•―1―., 442 -- 57.4 42. 〇 6.85 12,557 8,808 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1,147 102.3 102.1 114.4 91.9

2,299 1,409 56.1 36.7 7.4
-10G ••：:,令i 1D2 • ――2113— +-＇! ＇'11し1 •＿ 1＿」 446 ＿ ＿ 57.9 41.4 6.76 12,117 8,497 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1,147 102.6 103.2 112.8 90.5

2,473 1,408 55.8 36.7 7.4

―，1― i ！! ―111― i !' ― — G8— + ＇! ! 182 • ――2112— +-＇! ! 1123 •＿ 1＿」 452 ＿ ＿ 56.5 42.8 6.87 12,670 8,760 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1,114 103.1 101.3 116.6 91.9

2,552 1,407 55.6 36.7 7.4

＇:＇i' ：——42- ＇:＇;'：- ――70――― — G7+: : 1110- ――2113— +-＇:＇＇:1113 •―1―., 444 -- 56.5 40.6 6.78 12,760 8,839 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1,081 102.6 101.6 110.6 90.5

2,284 1,407 55.6 36.7 7.4

--G7--：:i- : ＇1011• ――2125— +-＇:＇:＇1011•―1―., 456 -- 57.4 42.7 6.6， 12,197 8,485 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1,147 103.5 103.2 116.3 89.2

2,586 1,406 55.5 36.6 7.4

―103― i !'＇ ―125―i !'＇ --GG + ＇j j 192 ・ ――2135―七＇j ＇j 119 ．＿ 1＿」 457 ＿ ＿ 56.6 41.2 6.710 12,866 8,766 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1,215 103.6 102. 〇 112.6 90.5

2,394 1,404 54.8 36.7 7.4

＇'i' ＇——63 - ;i'＇- ――91――― — 77+i j 118 - ――2112―+-＇I＇I＇1113 •
＿ 1＿」 438 ＿ ＿ 57.7 40.3 6.611 12,370 8,468 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1,219 102.4 105.3 109.8 89.2

2,566 1,404 55.5 36.7 7.4

— G8+ ：:! 118 - ――2111 — +-＇I＇I1113 •―1―., 460 -- 57.5 42.9 7.012 12,875 8,836 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1,187 104.0 103.6 116.9 94.6

1,912 1,406 55.7 36.8 7.4

ー27一i! ! ―，5― i ！! ― — G8— + ＇! ! 185 • ――1818— +-＇! ! 1112 •―1―., 456 -- 59.9 40.6 6.81 12,137 8,848 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1,076 103.6 107.5 110.3 91.9

2,158 1,406 55.7 36.8 7.4

i: --~0-- ＇:＇;'：- ―10―1――― --59- - ＇:＇;-:185 • ――1197— +-＇:＇＇:1112 •＿ 1＿」 448 ＿ ＿ 57.4 40.6 7.02 11,531 7,997 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1,105 103.0 103.1 110.3 94.6

2,328 1,401 55.8 36.8 7.4

--59--：:i- : ＇173 • ――1188— +-＇:＇:＇1123 •＿ 1＿」 444 ＿ ＿ 57.2 43.1 6.73 12,650 8,826 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1,199 103.1 102.5 117.1 90.5

16,877 668.4 440.6 88.8
― 3,1 ―j ：ー 253 ・ ―111G―·t＇j i ＇ー 351 ・ -10702 . ＇j , i ＇111160• 215761 ＋＇j i ＇113581 ・総計 148,570 103,446 41,711 ---------- ---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

17,391 689.7 500.4 80.5

1,406 55.7 36.7 7.4

— ·D2 · + ＇II＇ 61 • ― 112 ―,＇i ＇1 ＇_ _ 91-- — G9+ ＇i j ＇1012 • ――2115— +-＇i j ＇1113 •平均 12,381 8,621 3,476 _L.:½.1J..__ 57.5 41.7 6.7---------- ---------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

103.1 103.2 113.6 90.5

・エネルギー、蛋 白質、脂質、カルシウム、ビタミンA、Bl 、B2 、Cの全てにおいて給与栄養 目標量に対 し、100%以上供給す

ることができた。塩分は、7.4g未満を達成することができた。

・総喫食数は、148,570食で前年比99.1% 、マイナス 1,422食だった。

・食材費は、1 日1 人当たり平均813lfJ となり、予算800 円比101.6%、前年比102.8%となった。
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〈 6> デイ サー ビス セ ン タ ー吹上苑

1 . 目標 ・ 具 体 的 活動 計 画 の 評 価

§標 l. 利用者 に対して ：心に寄り添って

一人ひとりの個性や価値観を尊重し、個々のニーズに応じた適切なケアを提供する

1) 禾lj 用者 、家族のニーズを把握し、担 当介護支援専開員へ情報提供する

【評価 】職員は利用者一人ひとりに寄り添い、ニーズを把握し、担 当介護支援専門員に必要な情報を提供した。

2) 利用 日の過ごし方を 自ら選択し、楽しみながら心身とも に健康づくりができるようにする

【評価 】禾：J 用者 は、 自らその 日のレクリエーションを選 び、 自分らしい時間を過ごすことができた。また、笑顔で参加

しながら、健康づくりにも取り組むことができた。

3) 身体機能を維持するため、アクティブシエア対象の運動教室を開催する

【評価 】運動教室では、音楽体操や道具を使用したコツコツ体操で身体を動かし、身体機能の維持に努めた。

4) 認拠 症の方が安心して心地良く過ごせる居場所をつくる

【評価 】吹 卜読i式ユマニチュードを念頭 に置き、職員が認知症ケアを実践したことで、禾：J 用者 は心穏やか に過ごす

ことができた。また、家族 には安心してもらえるよう、デイサービスでの 1 日の過ごし方や様子を報告した。

5) 趣味活動の継続や、新たな楽しみを見つけ、心が豊かになる場を提供する

【評価 】普段の生活とは異なる活動 （クラブ ・ ・外出）を提供することで 、心に刺激を与え、新 しい趣 味や楽しみ

を見つけてもらうことができた。

目標2. 職員として ：チームワーク

ー人ひとりがそれぞれの立場や意見を尊重し、円滑なコミュニケーションを図り、チームケアを実践する

1) 毎月の業務会議で職員各々から議題を挙げてもらい、禾lj 用者のケアや業務の改善を行う

【評価 】利用者のケアや業務 中に気になったことは、その都度職員 間で話し合い、業務会議を待たずに改善するこ

とができた。

2) 互いの業務を把握し、協力することでチームワークを深め、チームで禾lj 用者を支える

【評価 】職員ごとの役割を明確にし、積極的にコミュニケーションを図ることで、チームが一体となり、禾lj 用者を支える

ことができた。

3) 互いの意見を尊重して関係性を構築し、協調性を高める

【評価 】職員同士が互いの意見に耳を傾け、理解し、尊重し合うことができた。

目標3. 地域に対して ：支え合い

吹土地域のデイサービスセンターとして、地域包括ケアシステムを推進する役害1] を担い、利用者、家族が

住み'I 貰れた地域で、その人らしい生活が送れるように支援する

1) 自立支援型地域ケア会議等、地域で開催される会議や研修等に参加し、必要な情報を取集するととも に、地域

の事業所との連携を継続する

【評価 】会議や研修 に参加する機会が少なかったため、連携強化を 目的に地域の事業所を積極的に訪 問し、禾lj 用

者の情報共有に努めた。

2) 医療と介護の連携を強化するため、地域の医療機 関に、禾lj 用者の心身の状態などの情報提供を行う

【評価 】利用者が適切な医療を受けられるように、通院先の医療機 関へ必要な情報を提供するよう努めた。

3) 利用者の心身機能に変化が生じた場合は、禾lj 用 中の介護保険サービス事業所 間で、情報を共有する

【評価 】併設している介護保険サービス事業所と連携し、情報を共有することで、サービスの質の向上につなげた。
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2. 活動実施状況

実施月 行事名 日程 行き先 参力廿人数

4月 買い物外出 12 日 ユニクロ （羽生市） 4名

5 月
買い物外出 10 日 ウニクス i~ 鳥巣 (i~ 鳥巣市） 4名

おやつバイキング 24 日
施設内

23名

6 月
運動会 5 日 22名

蓮鑑賞・買い物外出 29 日 古代蓮の里 （行 田市） 3名

7 月
スイカ害1] り 12 日 施設内 25名

田んぼアート鑑賞 22 日 古代蓮の里 （行 田市） 4名

8月 買い物外出 28 日 ウニクス i~ 鳥巣 (i~ 鳥巣市） 3名

9 月 買い物外出 21 日 ウニクス鴻巣 （鴻巣市） 3名

10 月
栄養課出張寿司 （ブリの解体ショー） 21 日 施設内 27名

コスモス鑑賞 31 日 コスモスアリーナ （鴻巣市） 3名

11 月 ボーリング外出 11 日 ラウンドワン （鴻巣市） 2名

12 月
忍城散策 2 日 忍城 （行 田市） 4名

クリスマス会 24 日
施設内

29名

1 月
新年会 13 日 27名

初詣 16 日 行 日八幡神社 （行 田市） 3名

2 月 節分 （豆まき） 1 日 施設内 23名

3 月 雛祭 り外出 1 日 ェ ルミ/~鳥巣 (祉~鳥巣市） 3名

実施内容 ・買い物や散策だけでなく、ボーリング等のアクティビティも取り入れた。
評価 ・苑内行事は昨年度同様、感染対策を行い実施。季節を感じられる行事で楽しんでもらうことができた。

活動名 実施 内容、評価 回数

土に触れる喜びを感じることができた。スイカは約10個実を

つけたが、収穫までに腐ってしまつたり、収穫できても廿み

園芸クラブ
が足りなかったりと、不作だった。大根も残暑が長引いて種 22 回
まきの時期がずれてしまい、大きく育たなかった。野菜作り
の難しさを感じたが、参力n 者からは「失敗して 」 「次
は 「 手くいく。」という励ましの言葉があった。

参力n 者 にネイルの色を選んでいただし 決められない方
には、似合いそうな色を職員が選んだ。参加者からは「爪を

ネイルクラブ 見るのが楽しみ。」「家族に見てもらうのが楽しみ。」などの喜 20 回
びの声をいただいた。新規禾lj 用者 にも声を掛け、多くの方

ク に参加してもらうことができた。

フ

ブ 参力n 者 には季節の花や野菜などをはがきに描いてもらっ

活 絵手紙クラブ
た。一人で題材を決めることが難しい方には、好みに合わせ

24回
動 て職員が選んだ。描き始めると集 中して作品を仕 「 げてい

等 た。

職員が考えた作品だけでなく、参力n 者からも作品のアイデ

手芸クラブ
アをもらった。早く完成させた方が、他の方を手伝う場面もあ

16 回
り、参加者同士の交流や助け合いが生まれた。個性あふれ
る世界に一つしかない作品を完成させることができた。

参加者のほとんどが小学校や女学校以来、数十年振り
に触れる機会となった。静かな環境の中で 自分と向き合い、

書道クラブ 作品を仕上げることができた。参加者から毛筆だけでなく、 24回
ペン習字や硬筆の希望も 出ていたので、今後は個月LJ の取り
組みを考えていきたい。

- 43 -



活動名 実施 内容、評価 回数

参加者が増え、活気が感じられた。同じ花材でも人によって

こでまりの会 （生け花）
仕上がりに違いがあり、fl乱性が出ていた。出来 卜がつた作品

24回
は帰宅までフロアの入 n に展示し、参加l者以外の方も綺麗
な季節の花を楽しんでもらうことができた。

季節を感じられるおやつを意識して計画を立てた。参力n 者
ク おやつ作リクラブ

は役害11 分担をして、できることを一生懸命手伝っていた。お 21 回
フ やつを食べた方から「美味しかったよ。」と言われ、とても嬉

ブ しそうだった。

活
動 男性参力n 者も増えた。作品を作り上げた後に、参力n 者 同士
斥寺な

ものつくリクラブ
で褒め合うことで、さらに喜びや達成感を感じることができ

18回
た。同じ物でも参カド者一人ひとり個性があふれていた。得意
分野や昔のことを話ながら活動することができた。

誕生 日にはマイクを持ち、皆に向かつて挨拶をしてもらっ

誕生会 I た。歌が好きな方には1 曲披露していただいた。誕生 日を祝 随時
われるのが苦手な方にも配慮しながら実施した。
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3.デ イ サ ー ビス センター 吹 上 苑 統 計 資 料 （令 和 6年4月1 日～ 令和 7年 3月31 日）

1) 営業 日数

~ 発 I 6~517」~718~」9~51 10:7111~112;ー I 1~412~班 I 」：ー： E「I~ 乳
2) 段 階月I] 利用者数 （延べ人数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合 計 構成比

事業対象者 12 15 8 11 8 1 4 6 4 4 4 2 79 1.1%
要支援 1 6 8 11 13 16 14 14 14 21 13 14 18 162 2.3%
要支援2 64 68 71 74 78 88 100 104 105 79 90 115 1,036 14.6%
要介護 1 176 174 138 180 181 207 217 196 180 173 185 212 2,219 31.2%
要介護2 176 197 177 172 156 179 206 227 209 175 189 173 2,236 31.4%
要介護3 44 32 28 32 55 44 53 51 52 36 32 61 520 7.3%
要介護4 43 44 41 53 48 49 46 37 37 43 68 74 583 8.2%
要介護5 8 ，11 20 14 15 15 45 46 21 22 21 247 3.5%
申請 中

゜
1

゜
，

゜ ゜
1 3 3

゜
11

゜
28 0.4%

合 計 529 548 485 564 556 597 656 683 657 544 615 676 7,110 100%

3) 年齢 （実人数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合 計 構成比

~69歳

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0. 〇％

70~74歳 4 4 4 4 5 5 5 5 6 6 7 6 61 6.1%
75~79歳 7 8 8 10 7 ， ，， 6 5 6 7 91 9.1%
80~84歳 11 15 11 12 14 15 16 14 15 16 14 15 168 16.9%
85~89歳 25 26 25 27 28 28 27 30 30 29 28 26 329 33. 〇％

90~99歳 22 24 24 23 26 28 30 35 32 29 34 36 343 34.5%
100歳～ 1 1 1 1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 0.4%

合 計 70 78 73 77 80 85 87 93 89 85 89 90 996 100%

4) 平均介護度 （令和7年3 月31 日現在）

I 平均介護度 I 2.1 I 
5) 平均年齢 （令和7年3 月31 日現在）

I 平均年齢 I s6.6 I 

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合 計 構成比

男 性 13 15 12 16 18 19 20 21 22 18 21 21 216 21.7%
女 性 57 63 61 61 62 66 67 72 67 67 68 69 780 78.3%
合 計 I 701 781 731 771 801 851 871 931 891 851 891 90 I 996 I 100%

7) 新規利用

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合 計 l
1 8

゜
， 7 4 2 8 5

゜
7 5 561

8) 終 了理由

吹 上苑 吹 上苑 以外

施 設 入居 シュートステイ 施 設 入 居 シュートステイ 長 期 入 院 転 居 本人希望 死亡 そ の他 合 計

4 6 8

゜
2

゜
1 8 7 36
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く7> あかね雲吹上苑 （地域密着型通所介護）

1 . 目標 ・ 具 体 的 活動 計 画 の 評 価

§標 1. 利用者 に対して ：心に寄り添って

利用者が住み慣れた地域での生活を長く続けられるように、必要なサービスを臨機応変に提供する

1) 禾lj 用者の意思に基づいたサービスを提供し、禾lj 用者の満足度を高める

【評価 】利用者の意向を確認しながら、必要とするサービスを提供した。また、満足度調査を実施して利用者の満足

度を把握し、必要に応じてサービスの改善を行った。

2) 禾lj 用者の想いを尊重し、個別のニーズに応じた支援を行う

【評価 】満足度調査における利用者の意見や利用時の会話から個月LJ のニーズを把握し、必要とされる支援を提供

することができた。

3) 禾lj 用者との関わりを大切 にし、身体介護だけでなく精神的 ・心理的な面もケアできる関係性を築く

【評価 】利用者との会話から、困りごとや心酉己ごとに耳を傾け、必要に応じて家族や担 当介護支援 専門員と連携を

図ることで、信頼関係を築くことができた。

目標2. 職員として ：チームワーク

多職種連携の質を高め、より良いサービスの提供を 目指す

1) 職員間の情報共有や連携の強化により、禾lj 用者の変化 にいち早く気づける体制を継続する

【評価 】職員は、タブレットや記録 、ノートなどのツールや業務会議を活用し、利用者 の情報を 円滑に共有すること

で、利用者の変化に迅速に対応することができた。

2) 禾lj 用者が安心して禾lj 用できるように、研修や勉強会で介護技術、知識の向卜を図る

【評価 】法人内学習会では、「感染症対策」 「認知症ケア」 「高齢者虐待防止」 「身体拘束」 「腰痛予防 ・n 腔ケア」な

どについて学び、さらに「介護記録の書き方」などの外部研修 にも参加することで、介護技術や知識の向上

につながつた。

3) 様々な意見や提案を出し合える場として業務会議を開催し、より良いケアにつなげていく

【評価 】隔月の業務会議において業 務の課題を抽 出し、業務改善や生産性向上につなげた。

目標3. 地域に対して ：支え合い

家族や地域住民、関係機 関との関わりによって地域の状況を把握し、地域に求められるサービスを提供す

る

1) 地域の会議 に積極的に参加して情報収集を行い、より良いサービスにつなげる

【評価 】吹上園域の地域ケア会議や鴻巣市の 自立支援型地域ケア会議などに参力廿し、地域の情報を収集した。

2) 家族や担 当介護支援専開員との連携を強化するために、こまめな情報共有を行う

【評価 】家族とは送迎時の 申し送りやお便り帳を活用し、担 当介護支援専門員とは毎月の訪 間や月間報告を通じ

て、情報を共有した。

3) 地域共生社会の実現 に向けて、高齢者福祉だけでなく、障害福祉サービスの基準該 当生活介護 の提供も継続

する

【評価 】昨年度から継続して 2 名の利用者を受け入れており、今後も地域で窮らす障がい者を支援するために、

業を継続していきたい。
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2. 活動実施状況

実施月 行事名 日程 行き先 参力廿人数

2 日、6 日

お花見散策 8 日、9 日 元荒川 沿い 19名
4月

12 日

パドル体操 11 日 施設内 当 日出席者

パドル体操 9 日 施設内 当日出席者
5 月

ポピー散策 コスモスアリーナふきあげ11 日、21 日 7名

パドル体操 13 日 施設内 当 日出席者

6 月 避難 訓練 （水害想定） 14 日 法人本部避難 当日出席者

あじさい散策 17 日、22 日元荒川沿い 12名

七夕行事 1~6 日 施設内 当 日出席者
7 月

パドル体操 施設内11 日 当日出席者

スイカ害1] り 1 日 施設内 当日出席者

8月 パドル体操 8 日 施設内 当 日出席者

避難 llJII 練 （水害想定） 29 日 法人本部避難 当日出席者

パドル体操 12 日 施設内 当 日出席者
9 月

避難 訓練 （火災想定） 施設内27 日 当 日出席者

運動会 8 日 施設内 当日出席者

10 月 パドル体操 10 日 施設内 当 日出席者

コスモス散策 15 日、16 日コスモスアリーナふきあげ 21名

パドル体操 14 日 施設内 当日出席者
11 月

栄養課出張寿司 （ブリの解体ショー） 15 日 施設内 当 日出席者

パドル体操 12 日 施設内 当 日出席者
12 月

クリスマス会＆忘年会 施設内26 日 当日出席者

初詣
4 日、7 日

吹 卜神社 10名
1 月 8 日、10 日

パドル体操 9 日 施設内 当日出席者

節分 （豆まき） 3 日 施設内 当 日出席者

パドル体操 13 日 施設内 当日出席者
2 月

避難 llJII 練 （火災想定） 施設内19 日 当日出席者

雛祭 り外出 22 日 鴻巣農産物直売所 パンジーハウス 8名

3 月
雛祭 り外出 4 日 鴻巣農産物直売所 パンジーハウス 8名

パドル体操 13 日 施設内 当日出席者

・苑内行事は例年通り行い、利用者に楽しんでいただいた。
実施内容

・外出行事は散策を中心に行い、昨年度よりも回数を増やした。
評価

・どの行事もトラブルなく、安全（ ．行うことができた。
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活動名 I 実施 内容、評価 1 回数

「作りたい ！」と積極的な方から、「できるかな」と少し不安を
感じる方まで、誰もが楽しんで取り組めるよう上夫を凝らし
た。主に簡単な小物を、手縫いやミシンを使って仕 購げた。

手芸クラブ I 参船者から要望のあった 「ふくろうのリース飾り」は、3 か月か I s6 回
けて完成させ、皆で達成感を共有した。 「毎月参力II する度に
作品が増えていくのが嬉しい。家に飾って楽しんでいる」と
喜びの声が寄せられた。

今年度もジャガイモを植 え、“ふかしたジャガイモ”を調理
し、大変喜ばれた。夏は定番のナス、トマト、キュウリを育て、
収穫の喜びを分かち合った。冬には聖護院大根を植え、絵

園芸クラブ I 手紙の題材としても活用した。さらに、ピンクパンサーの花が I 8 回
彩りを添え、 花ヽね」と喜ぶ声が聞かれた。かき菜が
鳥に食べ尽くされるという残念な出来事もあったが、畑の様
子を気にかける姿も見られ、活動には温かさが感じられた。

今年度は月曜 日と土曜 日を中心に、曜 日を調整しながら活
動を行った。季節 に合わせたお手本を複数用
い字を 自由に選んで取り組んだ。字だけでなく、絵と組み合

ク 書道クラブ わせて季節感のある作品を制作することもあった。デイサー I 24 回
フ ビスの禾：J 用時だけでなく、 自 てヽ持参する熱心な

ブ 方もいた。作品は展示し、多くの方々に鑑賞していただい

活 た。

動
等 今年度は月に1 回実施した。見本は用意されていたものの、

決められた色に縛られず、自由に塗っていただいたため、
塗り絵クラブ 同じ題材でも個性が際立ち、多彩な作品に仕 上がつた。 I 12 回

成した作品は廊下に飾 り、クラブに参力廿していない方々にも
楽しんでいただくことができた。

誤字脱字探し、難読漢字、珍地名、珍苗字、 、こと
わざ、俳句など、楽しく学べる問題を組み合わせて実施し
た。参加者からは 日の問題 は難しかったね」 日は面

国語クラブ
I 白かった」 「家に帰ってからも、時間があるときに書いてみた I 24 回
りして覚えているのよ」といった感想が寄せられ、年齢を重
ねても学ぶ楽しさを忘れずに活動する姿が見られた。その
活き活きとした様子は、問題を作成する職員にとっても励み
になった。

季節の植物を実際に観察しながら描くことで、創造力を発揮
し、豊かに表現することができた。また、絵手紙だけでなくス

絵手紙クラブ I クラッチアートにも挑戦し、それぞれの感 挫が光る色とりどり I 2s 回
の素敵な作品に仕 「 げた。展示された作品を通じて交流が
生まれ、禾lj 用者の創作意欲や喜びにつながつた。
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3 あ かね雲吹上苑 地域密着型通所介護事業 統計資料 （令和6年4月1 日～令和7年3 月31 日）

1) 営業 日数

~ 互 ：：：~16~慧卜7~'」8~71 9~5110~1 里：!I 12~l 1~4l 2~Lー 13~そ； I~ 乳
2) 段 階月I] 利用者数（延べ人数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合計 構成比

事業対象者 ，13 8 ， 4

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
43 1.1%

要支援 1 7 ， ， ， 4 ， 8 8 8 3 4 8 86 2.2%
要支援2 16 20 17 21 27 27 38 34 35 39 37 33 344 8.9%
要介護 1 126 122 123 129 150 137 117 123 111 104 89 115 1,446 37.5%
要介護2 108 134 104 100 86 83 104 107 108 111 110 119 1,274 33. 〇％

要介護3 38 40 37 48 48 54 45 45 44 46 41 45 531 13.8%
要介護4 5 6 15 15 13 11 13 14 14 8 8 ，131 3.4%
要介護5

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0. 〇％

申請 中

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 4 0.1%

合 計 309 344 313 331 332 321 325 331 320 311 289 333 3,859 100%

3) 年齢（実人数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合計 構成比

~69歳 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 29 6.5%
70~74歳 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 1 1 25 5.6%
75~79歳 5 4 4 4 3 3 3 3 2 2 2 3 38 8.4%
80~84歳 8 ， ， ， ， ， ，，，， 8 ，106 23.6%
85~89歳 14 14 14 14 14 14 11 12 12 13 12 13 157 35. 〇％

90~99歳 7 8 ， 8 7 8 ，， 8 7 7 7 94 20.9%
100歳～

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0. 〇％

合 計 40 41 42 40 38 38 36 37 35 35 32 35 449 100%

4) 平均介護度（令和7年3 月31 日現在）

I 平均介護度 I 亜 コ 5) 平均年齢（令和7年3 月31 日現在）

I 平均年齢 I s5.1 コ

男 性

女 性
一合 計

o~I 5::l "::I 1:『18:;1 9:~110::111:~1 12:~11:~12:〗13:~1:~i1;□: 
40 41 42 40 38 38 36 37 35 35 32 35 449 100%

7) 新規利用

二2 
6 月 7 月 8 月 9月 110月 111月 112月 I 1 月 12月

ー ー ー ー 。 ー 。 ー 。3 王

8) 終 了理由

吹上苑 吹上苑以外

施設入~1✓ョ ト スフ→； I 施設入〗 1✓ョト スプ』 長期入〗 転居 I 本人希望 I 死亡

11 2 ー~ 
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あ か ね 雲 吹上 苑 基 準 該 当生 活 介 護 （障がい者総合支援法）事業 統計資料 （令和6 年4 月1 日～令和7年3 月31 日）

1) 営業 日数

~ 互 ：：：~16~慧卜7~'」8~71 9~5110~1 里：!I 12~l 1~4l 2~Lー 13~そ； I~ 乳
2) 段 階月I] 利用者数 （延べ人数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11 月 12月 1 月 2月 3月 合計 構成比

区分3

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0. 〇％

区分4 8 ， 7 8 8 8 ， 8 5 7 8 7 92 27. 〇％

区分5

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0. 〇％

区分6 20 23 20 22 21 21 22 20 22 19 20 19 249 73. 〇％

合 計 28 32 27 30 29 29 31 28 27 26 28 26 341 100%

3) 年齢 （実人数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11 月 12月 1 月 2月 3月 合計 構成比

~59歳 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 50. 〇％

60~64歳

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0. 〇％

65~69歳 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 50. 〇％

合 計 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24 100%
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〈 B>介護予防教室吹上苑 （はつ ら つデイ サー ビス ）

1 . 目標 ・ 具体的活動計画の評価

§標l. 利用者 に対して ：心に寄り添って

カラダ ・アタマ ・ココロの健康を維持し、地域で元気な生活が続けられるように支援する

1) 楽しくコニュニケーションをとりながら、自立体力向 卜運動 ・脳トレ・スリーA 増 田方式等を実践する

【評価 】職員はやる気につながる声t卦けを行い、利用者が途 中で諦めないよう支えた。

2) 一人ひとりの状況を把握し、自宅でも簡単に楽しく運動できるメニューを提供する

【評価 】予防教室のない 日でも 、無理せず 自宅で簡単に取り組める運動メニューを提案し、毎 日自宅で運動に取り

組めるようにした。

目標2. 職員として ：チームワーク

穏やかな顔や笑顔で接することで、サービスの向上やおもてなしの心を届ける

1) 利用者に笑顔が生まれるよう、職員はゆとりをもって笑顔で接する （和顔施）

【評価 】職員がゆとりを持って利用者に接することで、信頼して話をしてくれるようになった。

2) 外部の研修会に参力廿し、事業所 内で勉強会を行う

【評価 】自立支援型地域ケア会議 に参船し、予防教室の利用者の努力の成果を伝えたところ、吹 ト ・鴻巣地区の専

開職から評価を得た。また、『食べる』ことへの研修 に参加し、高齢者の食事や誤囃性肺炎等の予防法につ

いて学んだことを、利用者 に伝達講習した。

目標3. 地域に対して ：支え合い

地域全体の健康寿命を伸ばし、在宅で楽しく窮らし続けるように支援する

1) 教室の特徴 （運動 ・昼食 ・コミュニケーション等）をアピールし、通いたいと思えるような広報活動を実施する

【評価 】利用希望者 には、他の予防教室との違いや、優れているところ （昼食提供 ・体力測定・スリーA・誤囃性肺炎

の予防等）をアピールした。

2) 地域包括支援センターと連携して、地域に潜在している要援護高齢者をサービス に招き入れる

【評価 】禾：J 用希望者 には、予防教室の特徴をアピールしたパンフレットを配付した。興味を持ってもらえるきっかけと

なり、見学や利用につなげることができた。
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2. 活動実施状況

実施月 活動名 日程 実施内容、評価 参力廿人数

2 日 荒川の土手の 卜でお茶や景色、桜を楽しむ。天

4月
コスモスアリーナ土手への花見と 3 日 空の里では、鴻巣市のマスコット『ひなちゃん』の 45名
こうのとりを見る 4 日 モチーフになったコウノトリを見学。職員から説

5 日 明を受け、鴻巣市の歴史に触れた。

2 日 体重を測定し、健康状態を確認、した。

7 月 自立体力測定と評価
3 日 テスト・立ち 卜̂がリテスト・歩行能カテストの3種類 47名
4 日 のi則定を実施し、体力の状況を客観的に評価し

5 日 た 今後の意欲 向卜につなげた。

以前はふっきい祭に参加していたが、新型コロ

22 日 ナ感染対策で、行き来ができなくなったため、教

23 日
室内でゲーム大会を開催。特養のゲーム （ス

10 月 ゲーム大会 マートボール、モグラたたき）とパターゴルフを 47名
24 日 行ったところ、「私にもできた ！」と喜んでいた。
25 日 駄菓子も用意してお祭り気分を味わってもらえ

た。

14 日 体重を測定し、健康状態を確認、した。

1 月 自立体力測定と評価
15 日 テスト・立ち 卜̂がリテスト・歩行能カテストの3種類 46名
16 日 の測定を実施し、体力の状況を客観的に評価し

17 日 た 今後の意欲向卜につなげた。
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3.介護予防教室吹上苑 統計資料 （令和6年4月1 日～令和7年 3月31 日）

1) 営業日数

丁~16 」：：iそ，I 現 ：；1 電 ，ーI 9~6110~9l 11~1l 12~l 1~6l 2~513~51~;~

2) 段 階月I] 利用者数（延べ人数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合計 構成比

事業対象者 97 116 109 112 91 105 115 100 95 95 93 88 1,216 52.8%
要支援 1 44 58 52 53 40 54 63 49 44 48 45 45 595 25.8%
要支援2 61 46 39 44 33 39 47 40 40 40 31 32 492 21.4%
申請 中

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0. 〇％

合 計 202 220 200 209 164 198 225 189 179 183 169 165 2,303 100%

3) 年齢（実人数）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合計 構成比

~69歳

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0. 〇％

70~74歳 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 2.1%
75~79歳 ， 8 7 8 8 7 6 6 6 6 6 6 83 14.2%
80~84歳 18 16 17 16 13 16 15 14 14 14 14 13 180 30.8%
85~89歳 18 21 21 19 21 21 20 18 19 19 20 18 235 40.2%
90~99歳 6 5 6 5 5 6 6 6 7 7 7 8 74 12.7%

100歳 ～

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0. 〇％

合 計 52 51 52 49 48 51 48 45 47 47 48 46 584 100%

4) 平均介護度（令和7年3 月31 日現在）

I 平均介護度 I なし 1

5) 平均年齢（令和7年3 月31 日現在）

I 平均年齢 I s4.9 コ

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合計 構成比

男 性 11 11 13 11 10 11 11 10 ，，，，124 21.2%
女 性 41 40 39 38 38 40 37 35 38 38 39 37 460 78.8%
合 計 I 521 511 521 491 481 511 481 451 471 471 481 46 I 584 I 100%

7) 新規利用

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合計

3 1 3

゜
1 1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
，

8) 終 了理由

吹上苑 吹上苑以外

デイサービス ショートステイ デイサービス ショートスティ 要介護 転居 本人希望 入院 死亡 合計

10 1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 12
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〈 9>居宅介護支援事業所吹上苑

1 . 目標 ・ 具 体 的 活動 計 画 の 評 価

§標 1. 利用者 に対して ：心に寄り添って

公正中立なケアマネジメントに資するため、利用者 ・家族の意：向を尊重し、利用者の意：思決定を支援する

1) 時間ととも に変化する禾lj 用者 ・家族の想い、価値観等を聴き取り、人間像全体を捉え、人生会議の啓発にも努

めながら、公正中立なケアマネジメントを実施できるよう心掛ける

【評価 】心身の衰えに伴う利用者本人や家族の想い、価値観の変化 に寄り添いながら、人生の最期の迎え方に

ついて意思決定ができるよう、ケアプランを見直し、本人および家族の意思を反映させることができた。ま

た、鴻巣市発行の 「私の工ンディングノート」を希望者 に酉己布し、人生会議の啓発 に努めた。

2) 感染症 ・自然災害等が発生した場合でも 、必要な介護サービスが継続的に提供できるよう定期的に BCP を確

認し、地域の実 情を把握し柔軟かつ効率的に対応できるようにする

【評価 】法人の感染対策に基づき、利用者と家族 に対して、滞 りなく必要なサービスを提供できた。

3) 医療と介護の連携強化を図り、医療ニーズが高い方や在宅での看取りへの対応を迅速に行う

【評価 】医療依存度の高い禾：J 用者や看取りを希望される禾：J 用者 に対し、関係機 関 （病院 ・施設の相談員 、訪 間診

訪 間看護師、訪 間入浴、福祉用具など）と密 に連携し、入退院の対応や在宅での看取り支援など

を行うことができた。

§標2. 職員として ：チームワーク

職員間の連携を密 にし、いっ でも話し合い、支え合える職場環境をつくる

1) 業務会議や業務管理ソフトを活用し、担 当者不在でもスムーズに引き継げるようにする

【評価 】毎週の業務会議や業務管理ソフトを活用し、 日頃から担 当外の利用者の状況を把握していたため、担 当

者が不在でも利用者や事業所への対応が可能だった。

2) 令和 6 年度の介護報酬改定に準じたオンライン研修やインターネットなどで最新情報を収集し、共有する

【評価 】月間専門誌やオンライン研修などから、令禾n 6 年度介護報酬改定に関する最新情報を収集し、

内で共有することができた。

3) 毎週の業務会議を活用し、情報共有や困難事例の対応などを検討する

【評価 】困難事例については業務会議で検討を重ね、担当者一人で抱え込むことなく、解決につなげることがで

目標3. 地域に対して ：支え合い

超高齢社会に向け、変化していく家族形態、ヤングケアラー、虐待などの地域の問題 に対応する

l)J自待 については、身体的 ・心理的 ・ネグレクト等 、どんな小さな）自待でも見逃 さず、地域包括支援センター ・市

役所と連携し、対応する

【評価 】虐待 の疑いがある事例 について、地域包括支援センター、市役所 、事業所 間で検討を重ねた結果 、

待には該 当しないと判断されたため、必要な居宅サービスヘとっ なげた。

2) 要介護者だけでなく、介護者としての家族が抱える課題（ヤングケアラー・老老介護 ・貧困など）に 目を向けて漂l 
連相談窓 n へつなげ、また、多様化 、複雑化するこれら課題に対応するため、事例検討会 ・研修などには積極

的に参力廿していく

【評価 】各家庭が抱える複雑な問題 については、鴻巣市ケアマネ連絡会や主任介護支援専門員研修などに参

力廿し、様 々な事例を参考にしながら専門相談窓 n の情報を収集し、再検討することができた。
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3) 地域包括支援センター主催の地域ケア会議や鴻巣市 自立支援型地域ケア会議 に参加し、吹 ヒ 地域に不足し

ている社会資源を提案する

【評価 】自立支援型地域ケア会議において事例発表を行い、専門家からのアドバイスを受け、ケアマネジメントに

役立てた。地域に不足している電動モビリティの導入を提案したが、~fj{ 列がないため実現には至らなかっ

た。
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2. 居 宅介護 支援事 業所吹 上苑 統 計 資料 （令和 6年4 月 1 日～令和 7年3 月31 日）

1) 段 階月I] 利用者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 合 計 構成比

要介護 1 28 31 32 31 37 39 38 37 38 41 38 39 429 33.3%
要介護2 40 39 40 41 37 37 36 35 32 33 33 34 437 34.0%
要介護 3 18 17 17 15 19 19 17 17 20 20 17 18 214 16.6%
要介護 4 8 8 8 ，，10 10 8 10 12 13 12 117 9.1%
要介護 5 8 7 ， 8 7 8 ，， 7 6 6 6 90 7.0%

合 計 102 102 106 104 109 113 llO 106 107 112 107 109 1,287 100%

2) 年齢

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 合 計 構成比

~69歳 3 3 4 3 5 5 4 3 3 3 2 3 41 3.2%
70~74歳 11 ，， 8 8 8 7 7 7 7 7 7 95 7.3%
75~79歳 13 13 14 15 14 14 15 14 12 13 13 13 163 12.7%
80~84歳 14 15 16 16 19 18 19 18 19 20 20 20 214 16.6%
85~89歳 29 30 31 31 29 30 29 30 34 36 33 31 373 29.0%
90~99歳 32 32 32 31 34 38 36 34 32 33 32 35 401 31.2%

100歳～

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0.0%

合 計 102 102 106 104 109 113 110 106 107 112 107 109 1,287 100%

3) 性 月I] 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 合 計 構成比

男 性 39 37 37 35 39 40 40 36 36 41 42 41 463 36.0%
女 性 63 65 69 69 70 73 70 70 71 71 65 68 824 64.0%
合 計 I 1021 1021 1061 1041 1091 11sl 1101 1061 1011 1121 1011 10911,2s11100%

~,_, I :::11 〗~1 :1~1 〗1:1:1~1: 〗; 11:,~11: 〗l1!fl 〗〗: I 11:I Ii~1~ 〗〗I 〗〗:
ー ・ 332 327 306 327 339 303 302 298 297 352 307 326 3,816 100%

5) 連携先

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 合 計 構成比

デイサービス 56 61 77 65 92 61 48 57 50 72 53 52 744 23.8%
ショートステイ 68 60 56 49 62 41 36 38 47 56 52 54 619 19.8%
福祉 用 具 45 44 46 44 62 42 44 29 34 35 33 30 488 15.6%
デイケア 11 17 10 8 11 10 8 11 16 7 ，，127 4.1%
訪 問介護 16 20 11 11 8 14 11 10 15 8 15 16 155 4.9%
訪 闘看護 14 23 19 21 38 21 29 15 19 18 12 13 242 7.7%
訪開リハビジ 7 1 4 ， 4 4 3 2 2 6 2 3 47 1.5%
訪 閏入浴 2 1 2 5 8 4 3 3 4 2

゜
1 35 1.1%

行 政 20 17 43 31 33 16 28 27 17 15 14 ，270 8.6%
医療機 関 32 26 11 12 18 11 6 21 14 10 11 18 190 6.1%
社協 6 1

゜
2 1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
10 0.3%

施設 （老健など） 18 ，10 2 2 5 3 ，11 17 5 4 95 3.0%
そ の他 14 8 15 12 12 7 8 1 2 7 5 18 109 3.5%

合 計 309 288 304 271 351 236 227 223 231 253 211 227 3,131 100%
※【その他】は、民生委員や介護保険外サービス等。
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6) 契 約 者 数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 合 計 構成比

継続 中 102 102 106 104 109 113 110 106 108 112 107 109 1,288 92.1%
新 規 4 3 3 4 2 4 2 2 3 3 1 2 33 2.4%
利 用 な し 4 4 4 4 1 1 1 1 3 2 3 2 30 2.1%
終 了 5 5 5 5 3 4 4 6 6 3 2

゜
48 3.4%

合 計 115 114 118 117 115 122 117 115 120 120 113 113 1,399 100%
※ 【和j 用 な し 】は 、 「入 院 中」 「老 健 入所 中」 「サ ービス 禾lj 用 な し」の数。

フ）終 了理 由

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 合 計 構成比

死 亡 1 1 2 1 1 1 2 6 3 2 1

゜
21 43.7%

転 出

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0.0%

事業所変更

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0.0%

人所 （特養） 3 3 3 1 2

゜
1

゜
3 1

゜ ゜
17 35.4%

（老健）

゜ ゜ ゜
1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 2.1%

(GH)

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1

゜
1 2.1%

（有料） 1

゜ ゜
2

゜
2 1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 12.5%

（サ高住）

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0.0%

要介→要支援

゜
1

゜ ゜ ゜
1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 4.2%

そ の 他

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 0.0%

合 計 5 5 5 5 3 4 4 6 6 3 2

゜
48 100%

※ 【そ の他 】は 、 「長 期 禾lj 用 な し」 「長 期 入 院 のた めの終 了者 」の数 。

介 護 保 険認 定調 査 件 数

7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 合 計

鴻巣市 （在宅） 1 2 5 4 3 2 2 5 1 6 3 5 10 48
（施設） 1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜合 計 I 21 51 41 31 21 21 51 11 61 31 51 101 48

9) 地 域 包 括 支 援 センター か ら支 援 困 難 者 の依 頼 件 数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 合 計

新規依頼件数 1 2

゜
4 6 2 2 2 5

゜ ゜ ゜
1 24

10) 介 護 予 防 支 援 受託 件 数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 合 計

委託件数 17 19 19 22 23 24 23 23 24 20 22 24 260
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く 10> 鴻巣地域包括支援セ ン タ ー吹上苑

1 . 目標 ・ 具 体 的 活動 計 画 の 評 価

目標 l. 相談支援体制の強化

1) サロン等の地域活動に出向き、高齢者の実態把握 に努める

【評価 】地域活動に参力II する高齢者が増え、サロンの参加者 は 50 人以 卜に達した。このため、i鳴巣市と会場変更

などについて協議した。

2) 広報等を配布する機会を増やし、地域包括支援センターの周知を図る

【評価 】主催する出~fj 講座の増加 に伴い、広報紙の配布機会が増え、地域包括支援センターの認知度 向上につ

ながつた。

目標2. 高齢者の権禾lj 擁護の推進 ・虐待の防止

1) ネットワーク会議に参力廿する関係機 関を増やし、見守リネットワークを強化する

【評価 】NPO 法人 にネットワーク会議への参力n を呼びかけ、活動報告の場を設けることで、新たなネットワークの

構築につなげた。

2) 地域共生担 当と連絡を密 に行い、関係機 関との連携がスムーズに行えるようにする

【評価 】職員間での情報共有を常に行いながら、鴻巣市地域共生担 当をはじめとする関係機 関との連携強化 に努

めた。

3)) 昌待アセスメントシートを禾lj 用し、速やかな状況把握と情報共有に努める

【評価 】虐待アセスメントシートの利用には至らなかったが、「高齢者虐待 ・保護の検討基準」を活用し、関係機 関と

の情報共有に努めた。

目標3. 高齢者の 自立支援 、介讃予防 ・重度化防止及び健康づくりの推進

1) 自立支援型地域ケア会議の事例提出機会を禾lj 用し、自立支援型の予防プランが作成できているか、相互に確認、

をする

【評価 】自立支援型地域ケア会議 に提出する予防プランの確認 は、職員全体で実施できず、主任介護支援専門員

のみが行った。

2) 一部業務委託している介護支援専開員も 自立支援 に向けたケアマネジメントができるよう、インフォーマルサービ

スの情報収集 、定期的な情報提供に努める

【評価 】インフォーマルサービスの役割について、鴻巣市の研修で理解を深めることができたため、一部業務を委

託している介護支援専門員を対象に、伝達講習を実施した。

目標4. 認知症施策の推進

1) 市内 5 包括で協力し、ご近所見守り隊フォローアップ研修を開催して、地域の認、知症の方の見守り体制の構築を

強化する

【評価 】ご近所見守り隊フォローアップ研修を主催したところ、研修 内容が好評で、吹 卜圏域の住民が多数参加さ

れた。

目標5. 介護者への支援

1) アンケートを実施し、地域住民のニーズを調査し、今後の教室の参考にする

【評価 】1 回 目の介護者教室の際に、次国のテーマに関するアンケートを実施した結果、「介護施設について知りた

い」という声が寄せられ、2 回 目は介護施設をテーマに開催したところ、多くの参加者が集まつた。
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2) ケアラー支援のための研修に参力廿し、知識を深める

【評価 】ケアラー支援の研修 に参加し、支援の必要性を理解することができた。

目標6. 包括的支援体制の整備

l)~係機 関の会議等に積極的に参加し、地域包括支援センターの周知活動や情報交換を行う

【評価 】障がい者韮幹相談支援センター主催の研修 に参力廿し、顔の見える関係づくりに努めた。サロンでは、地域

包括支援センターの役割 について、周知活動を行った。
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2. 鴻 巣 地 域 包 括 支 援 セ ン ター 吹 上 苑 統 計 資 料 （令 和 6年 4月1 日～ 令 和 7年 3月31 日）

1) 包括的支援事業実績

業 務 区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合 計

(1) 総 合 相 談

1 地 域 に お ける ネ ッ トワ ー ク構 築

① マ ップ 作 成

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜② ネ ッ トワ ー ク会 議 開催

゜ ゜ ゜
1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1

゜
2

③ 関係 者 名 簿 作 成

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜④ 出 前 講 座 等 実 施 3 3 4 1 3 1 3 1 4 1 4 2 30
2 各 種 相 談 対 応 343 403 500 473 402 430 517 424 449 394 410 487 5,232
3 継 続 的 ・専 門 的 な 相 談 支 援 4 7 99 33 49 57 77 37 75 40 85 71 634

(2) 権 利 擁 護 相 談 事 業

1 各 権 利 擁 護 制 度 活 用 の 促 進 2 1 1 1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5

2 権 利 擁 護 相 談

① 成 年 後 見 人 制 度 1

゜
3 5

゜ ゜
2

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
11

② 虐 待 防止 及 び養 護 者 支援

゜
11 4 25 3 11 6 ，

゜ ゜ ゜
1 70

③ 消 費 者 被 害 防 止

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 4

(3) 包 括 的 ・継 続 的 ケ ア マ ネ ジメ ン ト支 援 事 業

1 介護支援専門員会議（地域ケア会議）開催 1 1

゜ ゜
1 1 1 1 1 1

゜
1 ，

2 介護支援専門員同tネットワーク構築支援

゜ ゜
1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1

3 介護支援専躙員の実践力向卜.支援 1 1 6 8 2 3

゜
3 5 3 6 3 41

4 研 修 会 企 画 ・開催 等

゜ ゜
1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1

5 関係、医療機関との連携および体網づくり等

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1

゜ ゜ ゜ ゜
1

(4) そ の他

1 独居・要援護高齢者実態把握（訪間等） 22 24 29 23 21 21 28 18 19 15 11 13 244
2 広 報 ・啓 発 活 動

機 関紙 ・事業周知のチラシ作成

゜
2

゜ ゜
1 1 1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5

3 事 業 連 絡 会 参 加

包括定例会、連絡会、事業所連絡会等 2 4 2 6 2 5 3 5 3 4 4 5 45
自立 支 援 型 地 域 ケ ア 会 議

゜
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11

4 研鑽 ・資質向上 （研修会参加等） 1 2 1 3 1 3 4 6 5 4 6 2 38
5 教育・啓発活動（研修等受け入れ） 1

゜
1 1 1 1 1

゜
2

゜
1

゜
，

2) 介護予防事業実績

業 務 区分 14月 15月 16月 17月 1s月 19月 110月111月112月11月 12月 13月 I 合 計
事 業 対 象 者 把 握 事 業

① 対 象 者 実 態 把 握

゜ ゜
1

゜ ゜
1

゜ ゜
1

゜ ゜ ゜
3

② チ ェ ック リス ト回 収 4 3 2 2 5 5 5 6

゜
6 4 2 44

3) 任意事業実績

業 務 区分 14月 15月 16月 17月 1s月 19月 110月111月112月11月 12月 13月 I 合 計
家族 介 護 支 援 事 業

1 介 護 者 教 室

゜
1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1

゜ ゜ ゜ ゜
2

2 認 知 症 教 室

゜ ゜
1

゜ ゜ ゜
1 1

゜ ゜ ゜ ゜
3
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4) 指定介護予防支援事業実績

業務 区分 14月 15月 16月 17月 1s月 19月 110月111月112月11月 12月 13月 I 合計
介護予防ケアマネジメント事業

介護予防支援 （予防給付） 141 133 134 124 136 137 140 138 150 151 141 147 1,672
介護予防ク アマネジメント事業 （総合事業） 126 129 133 139 133 149 140 148 144 134 136 134 1,645
予防ケアプランに係る相談支援件数 491 518 583 599 585 479 624 580 574 592 601 609 6,835

5) 介護保険認定調査実績

業務区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合計

介護保険認定調査 3 ，6 5 3 11 4 6 4 8 6 3 68
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